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�［
要
旨
］
現
在
、
新
義
真
言
宗
の
総
本
山
と
し
て
知
ら
れ
る
根
来
寺
は
、
大
治
五
年

（
一
一
三
〇
）
覚
鑁
が
高
野
山
に
建
立
し
た 

伝
法
院
を
前
身
と
し
、
紀
州
根
来
山
の
豊
福

寺
を
拠
点
と
し
て
発
展
し
た
寺
院
で
あ
る
。
根
来
寺
は
教
相
を
専
ら
と
す
る
寺
院
と
し
て
、

多
く
の
碩
学
を
輩
出
し
て
き
た
。
根
来
寺
と
所
縁
が
深
い
寺
院
の
一
つ
に
、
真
言
密
教
小

野
流
の
主
要
寺
院
で
あ
る
醍
醐
寺
が
あ
る
。
両
寺
僧
の
交
流
に
関
す
る
研
究
の
蓄
積
は
、

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
集
中
し
て
お
り
、
近
世
に
お
い
て
は
未
だ
研
究
の
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
時
代
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
変
容
を
俯
瞰

す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
根
来
寺
僧
と
接
触
し
た
醍
醐
寺
僧
の
中
で
も
、

三
宝
院
流
の
正
統
た
る
憲
深
方
正
嫡
と
、
醍
醐
寺
座
主
を
相
承
し
た
三
宝
院
門
跡
に
注
目

し
、鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
お
け
る
両
寺
僧
の
交
流
の
特
徴
と
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
　

�　

三
宝
院
流
憲
深
方
で
は
、
鎌
倉
中
期
、
憲
深
が
根
来
寺
中
興
の
頼
瑜
に
付
法
し
て
以
降
、

安
土
桃
山
時
代
に
至
る
ま
で
、
法
流
相
承
を
中
心
と
す
る
僧
侶
同
士
の
個
人
的
な
交
流
が

続
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
三
宝
院
門
跡
に
お
い
て
は
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
賢
俊
が
大

伝
法
院
座
主
職
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
代
々
の
門
跡
が
同
職
を
歴
任
し
た
。

三
宝
院
門
跡
と
根
来
寺
僧
の
関
係
は
、
公
的
な
主
従
関
係
か
ら
出
発
し
た
と
い
え
よ
う
。

特
に
、
室
町
後
期
の
義
堯
は
、
大
伝
法
院
座
主
と
し
て
、
頼
瑜
へ
の
贈
官
・
覚
鑁
へ
の
大

師
号
追
贈
の
た
め
に
奔
走
し
た
。
一
方
で
、
義
堯
は
根
来
寺
僧
に
対
し
て
印
可
の
伝
授
を

行
っ
て
お
り
、
寺
院
支
配
を
め
ぐ
る
公
的
な
関
わ
り
に
、
付
法
を
軸
と
す
る
交
流
が
加
わ
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
義
堯
の
弟
子
で
あ
る
義
演
は
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
豊

臣
秀
吉
に
よ
っ
て
根
来
寺
が
破
却
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
、
元
根
来
寺
住
僧
の
た
め
に
印

佐
　
藤
　
亜
莉
華

　
醍
醐
寺
僧
と
根
来
寺
僧
の
交
流
と
そ
の
変
容

可
を
伝
授
し
、
世
俗
権
力
と
の
仲
介
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　
　

�　

つ
ま
り
、
僧
侶
個
人
の
師
資
関
係
と
い
う
、
私
的
な
交
流
に
回
帰
し
た
か
ら
こ
そ
、
根

来
寺
伽
藍
の
壊
滅
を
経
て
も
な
お
、
双
方
を
尊
重
し
た
交
流
が
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］�

醍
醐
寺
三
宝
院
門
跡
・
大
伝
法
院
座
主
職
・
根
来
寺
・
義
堯
・
頼
瑜

　
　
　

は
じ
め
に

　

現
在
、
新
義
真
言
宗
の
総
本
山
と
し
て
知
ら
れ
る
根
来
寺
は
、
大
治
五
年

（
一
一
三
〇
）
覚
鑁
が
高
野
山
に
建
立
し
た
伝
法
院
（
後
に
大
伝
法
院
）
を
前
身
と

し
、
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
鳥
羽
上
皇
か
ら
大
伝
法
院
末
寺
と
し
て
下
賜
さ
れ
た

豊
福
寺
を
拠
点
に
発
展
し
た
寺
院
で
あ
る
。
豊
福
寺
は
紀
州
根
来
山
に
位
置
し
た
こ

と
か
ら
、
後
に
根
来
寺
と
呼
称
さ
れ
た
。
高
野
山
大
伝
法
院
と
根
来
寺
は
長
ら
く
併

存
し
て
い
た
が
、
大
伝
法
院
と
金
剛
峰
寺
衆
徒
と
の
軋
轢
等
を
経
て
、
十
四
世
紀
以

降
に
大
伝
法
院
の
法
燈
は
金
剛
峯
寺
か
ら
次
第
に
自
立
し
、
根
来
寺
へ
と
移
転
し
た



60

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 27 号

と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
真
言
密
教
は
教
相
（
教
義
）
と
事
相
（
教
義
に
基
づ
く
実
践
）
を

両
軸
と
す
る
が（

（
（

、
根
来
寺
は
教
相
を
専
ら
と
す
る
寺
院
と
し
て（

（
（

、
多
く
の
碩
学
を
輩

出
し
て
き
た
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
破
却
さ
れ
た

影
響
か
ら
、
同
寺
に
遺
さ
れ
た
史
料
に
は
限
り
が
あ
る
一
方
で
、
交
流
が
あ
っ
た
諸

寺
に
多
く
の
関
連
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
多
方
面
か
ら
実
態
解
明
が
試

み
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

根
来
寺
と
所
縁
が
深
い
寺
院
の
一
つ
に
、
醍
醐
寺
が
挙
げ
ら
れ
る
。
真
言
密
教
小

野
流
の
主
要
寺
院
で
あ
る
醍
醐
寺
は
、
真
言
密
教
教
団
を
統
べ
る
東
寺
一
長
者
を

度
々
輩
出
し
、
教
団
内
で
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
醍
醐
寺
の
中
核
に
あ
っ

た
の
が
、
勝
覚
を
祖
と
す
る
三
宝
院
流
と
呼
ば
れ
る
法
流
（
流
派
）
で
あ
る（

（
（

。
平
安

院
政
期
以
来
、
多
様
な
分
派
を
遂
げ
た
同
流
の
中
で
も
、
定
済
方
が
三
宝
院
門
跡
を

相
承
し
て
き
た
が
、
嫡
流
と
し
て
寺
内
外
で
認
識
さ
れ
て
き
た
の
は
憲
深
方
で
あ
っ

た（
（
（

。
大
伝
法
院
・
根
来
寺
の
中
興
で
あ
る
頼
瑜
が
、
醍
醐
寺
の
憲
深
か
ら
三
宝
院
流

を
受
法
し
て
以
来
、
醍
醐
寺
僧
と
根
来
寺
僧
の
間
で
は
、
寺
院
の
垣
根
を
超
え
た
交

流
が
続
け
ら
れ
て
い
っ
た（

（
（

。

　

両
寺
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
中
世
の
様
相
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
小
山

靖
憲
氏
は
、
中
世
根
来
寺
の
組
織
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
加
え
て
、
足
利
尊

氏
に
重
用
さ
れ
た
三
宝
院
賢
俊
が
大
伝
法
院
座
主
に
補
任
さ
れ
て
以
降
、
根
来
寺
は

醍
醐
末
寺
と
し
て
発
展
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
一
方
、
永
村
眞
氏
は
、
鎌
倉
後

期
か
ら
室
町
前
期
に
お
け
る
三
宝
院
流
憲
深
方
の
付
法
を
軸
と
し
た
両
寺
僧
の
交
流

か
ら
、
醍
醐
寺
・
根
来
寺
は
単
純
な
本
末
関
係
で
は
な
く
、
事
相
・
教
相
を
分
掌
す

る
関
係
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
た（

（
（

。
橘
悠
太
氏
は
、
室
町
期
前
後

を
中
心
に
、
大
伝
法
院
座
主
を
兼
帯
し
た
三
宝
院
門
跡
と
根
来
寺
に
つ
い
て
、
醍
醐

寺
・
根
来
寺
間
に
は
疑
似
的
本
末
関
係
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
両
寺
の
関
係
を
考
察
さ
れ
て

き
た
が
、近
世
に
お
け
る
交
流
に
つ
い
て
は
研
究
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

先
行
研
究
は
各
時
代
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
で
、
そ
の
変
容
を
俯
瞰
す
る
も
の
で
は

な
い
。
本
稿
で
は
、
紀
州
根
来
寺
を
拠
点
と
す
る
僧
侶
を
「
根
来
寺
僧
」
と
し
、
根

来
寺
僧
と
接
触
し
た
醍
醐
寺
僧
、
そ
の
中
で
も
三
宝
院
流
憲
深
方
の
正
嫡
と
三
宝
院

門
跡
が
果
た
し
た
役
割
を
検
証
し
て
い
く
。
各
時
代
に
お
け
る
交
流
の
特
徴
と
変
遷

に
つ
い
て
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
を
一
連
と
し
て
捉
え
、
他
寺
院
と
の
交

流
に
お
け
る
法
流
相
承
の
意
義
を
考
察
し
た
い
。

　
　
　

第
一
章　

�

鎌
倉
期
か
ら
室
町
前
期
に
お
け
る
醍
醐
寺
僧
と
根
来
寺

僧
の
交
流

　

ま
ず
、
本
章
で
は
醍
醐
寺
と
大
伝
法
院
の
交
流
の
は
じ
ま
り
に
焦
点
を
当
て
、
如

何
に
し
て
根
来
寺
僧
と
醍
醐
寺
僧
が
接
点
を
持
っ
た
の
か
を
、
先
行
研
究
に
拠
り
な

が
ら
整
理
す
る
。

　

覚
鑁
は
、
三
宝
院
定
海
・
理
性
院
賢
覚
か
ら
付
法
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
が
管
見

上
の
大
伝
法
院
僧
と
醍
醐
寺
僧
に
お
け
る
最
初
の
接
点
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
伝
法
院
流
に
醍
醐
の
法
流
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
覚
鑁
の
門

流
が
連
綿
と
三
宝
院
流
・
理
性
院
流
を
相
承
し
た
わ
け
で
は
な
い（

（1
（

。
本
格
的
に
両
寺

僧
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の
は
、前
述
し
た
通
り
、頼
瑜
の
受
法
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
一
）　

頼
瑜
と
憲
深
に
み
る
交
流
の
濫
觴

　

頼
瑜（

（1
（

〔
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
―
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）〕
は
、
城
南
玄
心

か
ら
得
度
・
受
戒
し
、
後
に
高
野
山
大
伝
法
院
・
東
大
寺
・
興
福
寺
・
仁
和
寺
等
で

学
び
、
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
高
野
山
に
帰
住
し
た
。
文
応
二
年
（
一
二
六
一
）

正
月
、
木
幡
観
音
院
で
中
観
上
人
真
空
よ
り
真
言
密
教
広
沢
流
の
具
支
灌
頂
を
受
け
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た
後
に
、
憲
深
を
は
じ
め
と
す
る
醍
醐
寺
僧
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な

る（
（1
（

。

　

頼
瑜
は
、
弘
長
元
年
・
同
二
年
（
一
二
六
一
・
二
）
報
恩
院
に
止
住
し
、
憲
深
か

ら
三
宝
院
流
の
附
法
を
受
け
た
。
特
に
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
正
月
、「
薄
草
子
」

を
伝
受
し
て
以
降
は
「
三
宝
院
末
滴
」
を
称
す
る（

（1
（

。
高
野
山
に
戻
っ
た
後
も
、
頼
瑜

は
報
恩
院
門
徒
を
中
心
に
、
醍
醐
寺
僧
と
交
流
を
持
ち
続
け
た
。

　

弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
九
月
、
憲
深
が
入
滅
す
る
と
、
頼
瑜
は
憲
深
の
正
嫡
で

あ
る
実
深
と
師
資
関
係
を
結
び
、
加
え
て
地
蔵
院
流
・
理
性
院
流
の
附
法
を
受
け

た（
（1
（

。
そ
し
て
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
高
野
山
滞
在
中
の
覚
洞
院
実
勝
か
ら
、
三

宝
院
流
の
庶
流
で
あ
る
地
蔵
院
流
の
伝
法
灌
頂
を
重
受
し
て
以
降
、
諸
流
を
併
せ
て

中
性
院
流
を
創
始
し
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。
頼
瑜
は
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
の
冬
頃
ま
で

に
、
活
動
の
拠
点
を
根
来
寺
に
移
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り（

（1
（

、
こ
れ
以
降
、
根
来
寺

僧
と
醍
醐
寺
僧
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。

　

頼
瑜
の
功
績
の
一
つ
と
し
て
、
醍
醐
寺
僧
に
対
す
る
法
流
の
還
元
が
挙
げ
ら
れ

る（
（1
（

。
頼
瑜
は
前
述
し
た
通
り
、
三
宝
院
流
・
地
蔵
院
流
・
理
性
院
流
の
付
法
を
受
け

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
法
流
を
醍
醐
寺
僧
に
還
元
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
弘
安
六

年
（
一
二
八
三
）
醍
醐
寺
理
性
院
仙
覚
に
対
し
伝
授
を
行
っ
た
の
を
契
機
と
し
て
、

正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
同
報
恩
院
憲
淳
に
、
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
同
遍
智
院

聖
雲
に
相
次
い
で
伝
法
灌
頂
を
行
っ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
一
方
、
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）

頼
瑜
は
憲
淳
か
ら
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
お
り（

（2
（

、
憲
深
方
の
正
嫡
を
相
承
し
た
憲
淳
に

対
し
て
は
、
一
定
の
配
慮
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時

の
醍
醐
寺
僧
と
根
来
寺
僧
の
間
に
、
本
末
関
係
の
よ
う
な
寺
家
同
士
の
や
り
と
り
は

な
く（

（2
（

、
あ
く
ま
で
も
法
流
相
承
（
三
宝
院
流
憲
深
方
・
地
蔵
院
流
・
理
性
院
流
）
を

主
体
と
し
た
、
僧
侶
同
士
の
個
人
的
な
交
流
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
　
　
　
（
二
）　

隆
源
に
よ
る
根
来
寺
僧
へ
の
付
法

　

こ
こ
で
は
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
前
期
に
お
け
る
三
宝
院
流
憲
深
方
と
根
来
寺
僧

の
関
係
性
に
注
目
す
る
。
再
び
憲
深
方
と
根
来
寺
の
交
流
が
活
発
に
な
っ
た
の
は
、

隆
源
（
康
永
元
年
〔
一
三
四
二
〕
―
応
永
三
十
三
年
〔
一
四
二
六
〕）
の
時
代
で
あ
る
。

隆
源
は
憲
深
方
に
属
し
た
醍
醐
寺
僧
で
、
報
恩
院
第
十
世
と
し
て
公
武
に
お
い
て
活

躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た（

（2
（

。
こ
こ
で
は
、
隆
源
と
師
資
関
係
を
結
ん
だ
中
性
院
聖
増
・

聖
融
、
聖
天
院
賢
範
・
景
範
を
中
心
に
、
隆
源
と
根
来
寺
僧
の
関
わ
り
を
見
て
い
き

た
い
。

　

ま
ず
、
聖
増
に
つ
い
て
は
、「
中
性
院
聖
増
来
山
記
」（『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』（
以

下
『
醍
』）
一
一
三
函
八
号
一
番
）
に
「
明
徳
二
年
辛未
二
月
十
九
日
丁
丑
水
開
、
根

来
寺
中
性
院
聖
増
律
師
上
洛
、
山
下
憲
秀
法
橋
亭
落
付
之
由
音
信
、
此
分
去
年
比
不
慮

上
洛
、
片
時
対
面
之
時
、
粗
約
諾
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
隆
源
か
ら
印
可
を
受
け
る

「
約
諾
」
に
よ
っ
て
、
聖
増
が
醍
醐
寺
に
来
山
し
た
こ
と
が
分
か
る
。「
明
徳
二
年
・

応
永
五
年
印
可
雑
日
記
」（『
醍
』八
〇
函
三
〇
号
）に
所
収
さ
れ
て
い
る
聖
増
の「
印

可
記
」
の
最
後
に
は
、
憲
深
資
の
実
深
か
ら
頼
瑜
へ
の
印
可
と
、
実
深
の
孫
弟
子
に

あ
た
る
憲
淳
か
ら
頼
瑜
資
の
頼
淳
へ
の
印
可
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
か
ら
、

今
回
の
印
可
が
従
来
の
憲
深
方
正
嫡
と
頼
瑜
の
法
脈
の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
が
窺
え

る
。

　

聖
増
の
弟
子
で
あ
る
聖
融
は
、
聖
増
の
入
寂
に
伴
い
、
中
性
院
の
法
流
・
院
家
を

相
承
し
た
こ
と
を
隆
源
に
報
告
し
、
聖
融
は
頼
瑜
の
卅
五
日
供
養
の
際
に
作
成
さ
れ

た
「
権（

憲
淳
）

僧
正
御
草
」
の
「
願
文
一
首
」
を
添
え
て
、
隆
源
に
聖
増
の
た
め
の
供
養
願

文
の
作
成
を
依
頼
し
て
い
る（

（2
（

。
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）
四
月
七
日
に
上
記
の
書

状
を
受
け
取
っ
た
隆
源
は
、
聖
融
か
ら
送
ら
れ
た
憲
淳
の
願
文
を
書
写
し
た
上
で
、

同
十
九
日
付
で
諷
誦
文
・
願
文
を
作
成
・
清
書
し（

（2
（

、
願
文
の
原
本
と
自
ら
草
し
た
諷

誦
文
・
願
文
を
中
性
院
に
送
っ
た（

（2
（

。
隆
源
は
前
例
に
則
り
、
聖
融
の
期
待
に
応
え
た
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と
い
え
よ
う
。

　

聖
天
院
景
範
は
、
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
六
月
、
隆
源
に
対
し
て
師
で
あ
る

賢
範
と
自
身
の
入
壇
を
求
め
、
内
諾
を
得
て
い
る（

（2
（

。
隆
源
の
下
向
が
決
ま
る
と
、
自

ら
の
重
受
を
望
む
聖
融
も
加
わ
っ
て（

（2
（

、
隆
源
と
根
来
寺
僧
と
の
間
で
活
発
に
書
状
が

交
わ
さ
れ
た（

（2
（

。「
隆
源
印
可
灌
頂
授
与
血
脈
」（『
醍
』
八
二
函
一
〇
六
号
三
番
、
隆

源
筆
）
か
ら
は
、
応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）
三
月
二
十
三
日
に
聖
融
、
同
二
十
七

日
に
景
範
、
同
二
十
八
日
に
賢
範
が
入
壇
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
賢
範
が
入
寂
し
た

際
に
は
、
聖
融
は
景
範
の
意
向
で
隆
源
に
再
び
願
文
・
諷
誦
文
の
作
成
を
依
頼
し

た（
（2
（

。
そ
の
後
も
、
両
者
の
緊
密
な
関
係
が
続
い
た
こ
と
が
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ

て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、
隆
源
は
景
範
の
法
会
等
に
関
す
る
疑
問（

（3
（

を
受
け
て
、
詳
細
な
回
答

を
返
送
し
て
お
り（

（3
（

、
付
法
を
媒
介
と
す
る
私
的
な
交
流
の
一
端
が
窺
え
る
。

　

以
上
よ
り
、
隆
源
が
付
法
を
通
じ
て
根
来
寺
僧
と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
隆
源
は
憲
深
方
正
嫡
と
し
て
根
来
寺
僧
と
の
接
点

を
持
っ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
寺
家
と
し
て
の
交
流
を
担
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

鎌
倉
期
の
憲
深
と
頼
瑜
と
の
関
係
性
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
（
三
）　

中
世
に
お
け
る
三
宝
院
門
跡
と
根
来
寺
僧

　

こ
こ
で
、三
宝
院
門
跡
と
根
来
寺
僧
の
関
係
性
に
目
を
転
ず
る
。両
者
の
交
流
は
、

建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
足
利
尊
氏
か
ら
の
勧
賞
と
し
て
、
賢
俊
が
大
伝
法
院
座
主

に
補
任
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
当
時
の
根
来
寺
は
、
対
南
朝
の
軍
事
拠
点
と
し

て
尊
氏
か
ら
重
視
さ
れ
て
い
た（

（3
（

。
そ
の
後
は
、
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
十
月

二
十
八
日
、賢
俊
が
永
宣
旨（

（3
（

を
獲
得
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、三
宝
院
門
跡
に
よ
っ

て
大
伝
法
院
座
主
職
が
相
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
直
後

に
、
賢
俊
は
一
旦
、
弟
子
の
西
南
院
実
済
に
譲
与
を
行
っ
て
い
る（

（3
（

。
当
時
、
賢
俊
の

後
継
と
な
る
光
済
は
、
岳
西
院
定
超
か
ら
許
可
灌
頂
を
受
け
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
こ

と
を
鑑
み
る
に（

（3
（

、
実
済
に
は
中
継
ぎ
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
て
譲
与
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
賢
俊
は
改
め
て
光
済
に
同
職
を
譲
与
し
て

い
る
が（

（3
（

、
実
際
に
光
済
が
補
任
さ
れ
た
の
は
、
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
の
こ
と
で

あ
っ
た（

（3
（

。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
正
平
二
十
一
年
（
一
三
六
六
）
頃
ま
で
、
根
来

寺
は
南
朝
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
そ
の
後
、
三
宝
院
門
跡

の
停
滞
に
伴
い
、醍
醐
寺
僧
と
根
来
寺
僧
の
関
係
は
希
薄
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

南
北
朝
の
動
乱
や
寺
内
の
混
乱
に
よ
る
影
響
で
、
安
定
し
た
根
来
寺
支
配
に
は
至

ら
な
か
っ
た
三
宝
院
門
跡
で
あ
っ
た
が
、
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
十
二
月
に
足
利

義
満
の
猶
子
で
あ
る
満
済
が
入
室
し
て
以
降
、
漸
く
密
接
な
関
係
が
築
か
れ
る
。
満

済
が
い
つ
大
伝
法
院
座
主
職
に
補
任
さ
れ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
翌
年
六
月

に
、
紀
伊
国
・
和
泉
国
の
大
伝
法
院
領
が
義
満
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
は
補
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る（
（4
（

。

　

満
済
の
根
来
寺
支
配
に
お
い
て
、
実
務
を
担
っ
た
の
が
大
伝
法
院
雑
掌
で
あ
る
。

聖
天
院
景
範
は
、
大
伝
法
院
雑
掌
と
し
て
満
済
と
日
常
的
に
書
状
の
や
り
取
り
を

行
っ
て
い
た（

（4
（

。
和
泉
国
信
達
庄
を
め
ぐ
る
訴
訟（

（4
（

等
、
長
期
に
わ
た
る
相
論
に
座
主
と

雑
掌
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
賢
俊
・
光
済
期
に
は
な
い
連
続
的
・
実
質
的

な
主
従
関
係
が
結
ば
れ
た
と
考
え
る
。
満
済
は
、
景
範
を
寺
務
代
官
と
し
、
支
配
体

制
の
盤
石
化
を
図
っ
た
が
、
応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）
か
ら
永
享
三
年

（
一
四
三
一
）
に
か
け
て
発
生
し
た
行
人
方
と
の
対
立
に
よ
っ
て
、
寺
務
代
官
設
置

に
よ
る
根
来
寺
支
配
強
化
の
目
論
見
は
頓
挫
し
た（

（4
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
伝
法
院
座
主
と
な
っ
た
満
済
は
、
大
伝
法
院
雑
掌
（
後
に
寺
務

代
官
）を
媒
介
と
し
た
根
来
寺
支
配
を
目
指
し
た
こ
と
が
分
か
る
。一
時
的
で
は
あ
っ

た
が
、
三
宝
院
門
跡
が
大
伝
法
院
座
主
と
し
て
初
め
て
実
質
的
な
支
配
を
行
っ
た
期

間
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
満
済
と
根
来
寺
僧
の
関
係
は
、
あ
く
ま
で
も
座
主
と
雑



63

醍醐寺僧と根来寺僧の交流とその変容

掌
・
代
官
の
主
従
関
係
を
軸
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　

以
上
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
前
期
に
か
け
て
、
根
来
寺
僧
と
醍
醐
寺
僧
の
交
流
の
整

理
を
試
み
た
。憲
深
方
に
お
い
て
は
、頼
瑜
に
よ
る
三
宝
院
流
憲
深
方
の
受
法
以
降
、

付
法
に
よ
る
師
資
関
係
を
軸
と
し
た
交
流
が
続
い
て
い
た
。一
方
の
三
宝
院
門
跡
は
、

南
北
朝
期
以
降
、
大
伝
法
院
座
主
と
し
て
根
来
寺
僧
と
初
め
て
接
点
を
持
つ
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
憲
深
方
を
中
心
と
し
た
個
人
間
の
交
流
と
は
対
照
的
に
、
三
宝
院
門
跡

と
根
来
寺
僧
は
、
寺
院
支
配
を
め
ぐ
る
公
的
な
主
従
関
係
か
ら
出
発
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

　
　
　

第
二
章　

義
堯
期
に
お
け
る
醍
醐
寺
と
根
来
寺
の
関
係

　

三
宝
院
門
跡
の
立
場
が
形
骸
化
し
た
室
町
中
・
後
期
に
お
い
て
、根
来
寺
で
は
預
・

行
人
組
織
が
台
頭
し
て
い
た
。
三
宝
院
門
跡
（
大
伝
法
院
座
主
）
と
根
来
寺
僧
と
の

関
係
性
が
希
薄
化
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
間
に
根
来
寺
側
が
自
立
性
を
強
め
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
そ
し
て
十
六
世
紀
、
義
堯
の
登
場
に
よ
っ
て
、
三
宝
院
門

跡
と
根
来
寺
僧
の
関
係
性
は
新
し
い
局
面
を
迎
え
た
。
本
章
で
は
、
満
済
期
と
の
比

較
は
勿
論
の
こ
と
、
長
ら
く
根
来
寺
僧
と
の
交
流
の
中
心
に
あ
っ
た
憲
深
方
に
も
触

れ
つ
つ
、
三
宝
院
門
跡
義
堯
の
功
績
を
考
察
す
る
。

　

義
堯
〔
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
―
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）〕
は
九
条
政
基
の
息
、

足
利
義
尹
（
義
稙
）
の
猶
子
で
、
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
醍
醐
寺
三
宝
院
に
入
室

し
た
人
物
で
あ
る
。
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
東
寺
一
長
者
、
永
禄
三
年

（
一
五
六
〇
）
に
醍
醐
寺
座
主
の
宣
下
を
受
け
る
こ
と
に
な
る（

（4
（

。
義
堯
は
、
大
永
年

間
（
一
五
二
一
―
一
五
二
八
）
成
立
と
考
え
ら
れ
る
自
筆
の
置
文（

（4
（

の
中
で
、「
醍
醐

寺
座
主
職
・
伝
法
院
座
主
職
・
六
條
・
三
條
・
篠
村
等
八
幡
宮
別
当
職
、
代
々
門
葉

相
続
来
者
也
、
近
年
所
々
以
外
荒
廃
」
と
述
べ
て
い
る
が
、「
伝
法
院
座
主
職
（
＝

大
伝
法
院
座
主
職
）」
に
補
任
さ
れ
た
具
体
的
な
年
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
、
少
な

く
と
も
置
文
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
は
、
義
堯
は
同
職
を
三
宝
院
門
跡
が
相
承
す
べ

き
所
職
・
所
領
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
当
時
に
お
け
る
義
堯

の
根
来
寺
に
対
す
る
認
識
と
し
て
は
、
賢
俊
以
来
の
公
的
な
主
従
関
係
が
想
定
さ
れ

よ
う
。

　

天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
閏
正
月
十
二
日
、
根
来
伝
法
院
衆
徒
に
対
し
、
三
月
に

東
寺
で
行
わ
れ
る
弘
法
大
師
七
百
年
忌
へ
の
励
力
が
命
ぜ
ら
れ
た（

（4
（

。
東
寺
一
長
者
に

補
任
さ
れ
た
直
後
の
義
堯
は
、
根
来
寺
僧
の
協
力
を
得
て
無
事
に
法
会
を
勤
修
し
た

と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。
同
年
三
月
、
後
奈
良
天
皇
か
ら
根
来
大
伝
法
院
大
衆
に
対
し
、
祈

祷
へ
の
尽
力
を
褒
す
綸
旨
が
出
さ
れ
た（

（4
（

。
こ
の
法
会
を
契
機
と
し
て
、
義
堯
は
積
極

的
に
根
来
寺
僧
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
（
一
）　

頼
瑜
へ
の
僧
正
追
贈
と
義
堯

　

天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
八
月
、
前
述
の
頼
瑜
に
対
し
て
僧
正
の
追
贈
が
行
わ
れ

て
い
る
。『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
同
年
八
月
十
五
日
条
に
は
「
三（

義

堯

）

ほ
う
院
よ
り
高

野
の
中
性
院
十
一
代
さ
き
の
も
の
、
す
い
ふ
ん
せ（

碩

学

）

き
か
く
し（

殊

勝

）

ゆ
せ
う
の
者
と
て
、
贈

僧
正
の
事
、
頭
弁
し
て
申
さ
る
ゝ
、
勅
許
」
と
あ
り
、
義
堯
か
ら
の
推
挙
を
受
け
、

頼
瑜
へ
の
追
贈
が
勅
許
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
頼
瑜
の
贈
官
は
、
三
宝

院
門
跡
で
あ
る
義
堯
の
尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
た
と
い
え
よ
う
。『
醍
醐
寺
文

書
聖
教
』か
ら
は
、義
堯
の
奏
聞
を
感
謝
す
る
根
来
寺
僧
の
書
状
が
散
見
さ
れ
る（
次

頁
表
１
参
照
）。
ま
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
書
状
が
、
根
来
寺
僧
と
義
堯
の
取
次
を
行
っ

た
光
台
院
弘
賀
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
弘
賀
は
、
前
述
し
た

義
堯
の
置
文
の
中
で
、
幼
少
よ
り
「
召
置
」
く
「
坊
人
」
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て

お
り
、
地
蔵
院
流
（
遍
智
院
方
）
に
属
し
て
い
な
が
ら
、
義
堯
の
最
側
近
の
一
人
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
日
付
を
見
る
と
、
九
月
中
に
根
来
寺
学
侶
の
代
表
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と
し
て
聖
算
、
学
頭
の
忠
雅
・
真
助
が
書
状
を
送
っ
た
後
に
、
各
院
家
か
ら
の
書
状

が
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
大
伝
法
院
学
侶
中
聖
算
書
状
」（『
大
日
本
古
文
書
』（
以
下
『
大
古
』）
醍
醐
寺

文
書
之
一
五
―
三
四
七
七
）
で
は
、
贈
官
の
勅
許
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

　
　

�

就
頼
瑜
法
印
賜
官
之
儀
、
被
成
下
御　

口
宣
候
、
忝
御　

勅
命
、
併　

御
座（
義
堯
）主

様
依
御
奏
聞
之
故
、
施
当
山
之
名
誉
、
学
徒
美
目
不
可
如
之
候
、
委
曲
報
林
院

迄
申
上
候
條
、
可
有
御
披
露
之
旨
、
令
衆
儀
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

九（
天
文
三
年
）

月
廿
一
日　
　
　

聖
算
（
花
押
）

　
　
　

光
台
院
尊
答

　

以
上
よ
り
、
当
時
の
根
来
寺
僧
に
と
っ
て
「
頼
瑜
法
印
賜
官
」
は
重
大
な
出
来
事

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
達
成
に
は
義
堯
の
貢
献
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
実
際
に
、
翌
月
六
日
付
の
「
僧
頼
深
書
状
」（『
大
古
』
醍

醐
寺
文
書
之
一
五
―
三
四
七
五
）
で
は
「
抑
雖
軽
微
之
至
候
、
為
中
性
院
門
下
中
、

鵞
眼
千
疋
致
進
上
候
、
幷
貴（

光
台
院
）院百
疋
令
進
献
之
候
、
如
此
旨
可
然
之
様
、
可
預
御
披

露
候
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
尽
力
に
対
す
る
礼
と
し
て
「
中
性
院
門
下
中
」
か
ら
義

堯
に
「
鵞
眼
千
疋
」、「
貴
院
（
光
台
院
）」
に
「
百
疋
」
が
進
上
さ
れ
て
い
る
。
義

堯
は
本
件
に
よ
っ
て
、
根
来
寺
僧
か
ら
信
頼
を
勝
ち
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
二
）　

覚
鑁
へ
の
大
師
号
追
贈
を
め
ぐ
る
協
力

　

次
に
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
頃
か
ら
見
ら
れ
る
、
覚
鑁
へ
の
贈
官
・
贈
号
を

目
指
す
動
き
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
天
文
八
年
六
月
の
「
根
来
寺
大
伝
法
院
衆
徒
申

状
」（
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
『
根
来
寺
文
書
』（
以
下
『
根
』）
二
）
に
は
、「
大

師
号
事
」
は
「
一
山
」
の
望
み
で
あ
り
な
が
ら
「
時
節
」
が
「
到
来
」
せ
ず
、
こ
れ

ま
で
「
素
懐
」
を
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
申
状
を
作
成
す
る
契
機
と
な
っ
た

二
つ
の
奇
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
に
は
本
史
料
の
文

言
と
概
ね
一
致
す
る
も
の
が
存
在
す
る
が
（『
醍
』
二
五
函
一
七
八
号
）、
形
式
の
差

異
や
挿
入
符
・
見
せ
消
ち
・
傍
注
が
見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
草
案
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
初
期
か
ら
醍
醐
寺
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘

で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
、
両
史
料
の
記
述
の
相
違
に
注
目
し
な
が
ら
、
内
容
を
確
認

し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
の
奇
事
は
、「
去
年
十
二
月
十
二
日
夜
半
」
に
「
開
山
御
影
堂
」

が
「
光
明
」
を
「
放
」
ち
、「
満
山
」
が
「
恰
」
も
「
昼
」
の
よ
う
に
明
る
く
な
っ

た
た
め
、「
寺
僧
等
」
が
「
恐
懼
」
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て

両
史
料
の
文
章
は
共
通
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
も
う
一
つ
の
奇
事
に
つ
い
て
は
、
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。『
根

表
１　

天
文
三
年
（
一
三
五
四
）
中
に
出
さ
れ
た
頼
瑜
贈
官
に
関
す
る
書
状

日
付

史
料
名

宛
所

出
典
（
全
て
『
大
日
本
古
文
書
』
内
）

九
月
廿
一
日

大
伝
法
院
学
侶
中
聖

算
書
状

光
台
院

醍
醐
寺
文
書
之
一
五
―
三
四
七
七

九
月
廿
一
日

大
伝
法
院
学
侶
中
聖

算
書
状

光
台
院

醍
醐
寺
文
書
之
一
五
―
三
四
七
八

九
月
廿
一
日

大
伝
法
院
両
学
頭
忠

雅
・
真
助
書
状

光
台
院

醍
醐
寺
文
書
之
一
五
―
三
四
七
九

十
月
六
日

僧
玄
性
書
状

光
台
院
御
房

醍
醐
寺
文
書
之
一
五
―
三
四
七
四

十
月
六
日

僧
頼
深
書
状

光
台
院

醍
醐
寺
文
書
之
一
五
―
三
四
七
五

十
月
六
日

僧
覚
増
書
状

御
番
衆
御
中

醍
醐
寺
文
書
之
一
五
―
三
四
七
六

十
月
七
日

僧
道
澄
書
状

光
台
院
殿

醍
醐
寺
文
書
之
一
五
―
三
四
八
〇
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来
寺
文
書
』
二
で
は
「
去
三
月
十
五
日
之
夜
」
に
「
中
性
院
道
澄
」
が
「
三
密
護
持

之
暇
」
に
「
聊
睡
眠
」
し
た
と
こ
ろ
、
夢
に
「
新
不
動
明
王
」
が
「
吾
山
之
願
望
争

不
達　

上
聞
哉
」
と
「
忿
怒
之
相
」
で
「
現
」
れ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る（

（5
（

。
一
方

の
『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
で
は
、
日
付
と
夢
を
見
た
僧
に
つ
い
て
、「
去
三
月

九
日
之
覚
快
」
と
記
し
て
お
り
、「
九
日
」
は
「
十
五
日
」
に
、「
覚
快
」
は
中
性

院
流
歴
代
の
「
道
澄
」
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る（

（5
（

。
そ
の
二
点
以
外
の
文
言

は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、「
遍
身
流
汗
」
し
て
「
驚
起
」
し
た
道
澄
（『
醍
』
で
は

「
覚道

澄

快
」）
は
、「
翌
朝
」
に
「
此
事
」
を
「
告
」
げ
、「
衆
僧
」
は
「
是
則
可
為
開

山
諡
号
之
宿
望
、
何
以
相
疑
哉
」（『
醍
』
で
は
「
是
則
可
為
開
山
宿
望
、
何
以
相
疑

哉
」）
と
考
え
、
覚
鑁
に
対
す
る
大
師
号
追
贈
の
「
宣
下
」
を
求
め
る
に
至
っ
た
と

あ
る（

（5
（

。

　

そ
の
後
、「
大
師
号
事
」
に
つ
い
て
義
堯
に
助
力
を
仰
ぐ
た
め
、「
根
来
大
勧
進
弟

子
海
心
」
と
「
杉
坊
同
宿
龍
福
寺
」
の
二
名
が
醍
醐
寺
に
来
山
し
た
こ
と
が
『
厳
助

往
年
記
』
同
年
九
月
条
か
ら
窺
え
る
。
前
項
で
も
触
れ
た
義
堯
の
側
近
、
弘
賀
宛
の

「
大
伝
法
院
惣
山
衆
中
快
算
書
状
」（『
醍
』
二
二
函
七
八
号
、『
大
古
』
醍
醐
寺
文

書
之
一
五
―
三
四
七
三
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

就
覚
鑁
大
師
号
之
儀
、
方
々
被
仰
調
之
由
、
自
杉
坊
被
申
越
候
、
於
衆
中
忝
令

存
候
、
抑
雖
軽
微
之
儀
候
、
天
野
五
荷
幷
参
種
致
進
上
候
、
可
然
之
様
預
御
披

露
候
之
者
、
可
為
衆
悦
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

十
月
廿
六
日　

快
算
（
花
押
）

　
　
　

光（
弘
賀
）

台
院
御
房
御
申

　

快
算
は
、「
覚
鑁
大
師
号
之
儀
」に
つ
い
て「
方
々
仰
調
」ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
、

義
堯
へ
の
礼
と
し
て
天
野
酒
な
ど
を
進
上
し
た
こ
と
が
分
か
る（

（5
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
師
号
追
贈
は
難
航
し
、
問
題
は
翌
年
ま
で
継
続
し
た
。
天
文

九
年
（
一
五
四
〇
）
二
月
二
十
六
日
付
と
考
え
ら
れ
る
「
細
川
晴
元
書
状
」（『
醍
』

三
〇
函
四
号
）
は
、
細
川
京
兆
家
当
主
の
晴
元
が
「
今
度
根
来
寺
大
師
号
延
引
」
に

つ
い
て
、「
杉
坊
（
根
来
寺
雑
掌
）」
が
「
迷
惑
」
し
て
い
る
た
め
、「
乍
恐
爰
元
様
躰
、

三（
義
堯
）

宝
院
殿
被
成
御
下
向
被
仰
進
候
者
、
可
畏
存
候
旨
、
被
得
其
意
、
可
然
之
様
被
申

入
候
者
、
可
為
本
望
候
」
と
義
堯
の
上
洛
を
促
す
旨
を
、
晴
元
方
の
有
力
者
で
あ
っ

た
「
播（

細
川
元
常
）

磨
守
殿（

（5
（

」
に
送
っ
た
書
状
で
あ
る
。
本
書
状
か
ら
、
根
来
寺
が
幕
府
側
と
接

触
し
て
い
た
こ
と
、
幕
府
側
は
根
来
寺
の
訴
え
を
等
閑
視
せ
ず
、
義
堯
と
の
連
携
を

図
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　

こ
の
一
件
に
お
い
て
、
最
大
の
障
壁
と
な
っ
た
の
は
延
暦
寺
の
反
対
で
あ
っ
た
。

当
時
、
大
師
号
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
は
最
澄
・
空
海
・
円
仁
・
円
珍
の
四
名
で
あ

り
、
覚
鑁
へ
の
大
師
号
追
贈
は
、
根
来
寺
が
延
暦
寺
・
園
城
寺
・
東
寺
（
も
し
く
は

金
剛
峯
寺
）
に
比
肩
す
る
権
門
寺
院
に
昇
格
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た（

（5
（

。『
根
来

寺
文
書
』
に
は
、
当
時
の
関
係
文
書
が
延
暦
寺
側
を
中
心
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
延

暦
寺
や
幕
府
・
朝
廷
の
動
き
に
つ
い
て
は
末
柄
豊
氏
に
よ
る
同
解
題
に
詳
し
い（

（5
（

。
以

下
、
覚
鑁
に
大
師
号
が
宣
下
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
は
、
末
柄
氏
の
考
察
に
拠
り
な
が

ら
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
七
月
十
二
日
付
「
延
暦
寺
三
院
集
会
衆
議
連
署
状
案（

（5
（

」

に
は
「
然
而
、
今
度
就
大
講
堂
起
立
之
企
有
之
、
為
彼
寺
致
種
々
懇
望
上
、
覚
鑁
亦

非
无
徳
行
、
若
爾
者
、
不
混
前
代
、
於
被
成
下　

宣
旨
者
、
満
徒
更
不
可
存
別
儀
」

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
根
来
寺
側
は
、
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
の
兵
火
で
炎
上

し
た
延
暦
寺
大
講
堂
の
再
建
費
用
と
引
き
換
え
に
、
延
暦
寺
側
の
譲
歩
を
引
き
出
し

た（
（5
（

。『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
九
年
九
月
二
十
三
日
条
・
同
十
月
五
日
条
か
ら
は
、

断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
覚
鑁
に
対
す
る
大
師
号
追
贈
の
容
認
に
つ
い
て
、
幕
府

側
が
「
山
門
」
の
総
意
で
あ
る
こ
と
を
重
々
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か

十
五
日
之
夜
、
中
性
院
道
澄
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し
、
実
際
に
は
東
塔
南
谷
を
中
心
に
反
対
の
動
き
が
あ
り
、
延
暦
寺
の
総
意
と
は
言

い
難
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
は
、
同
年
九
月
二
十
七
日
付
の
「
延
暦
寺
本
院

南
谷
宿
老
衆
連
署
状
」（『
根
』
四
）
に
お
い
て
、
前
述
し
た
七
月
十
二
日
付
の
連
署

状
を
は
じ
め
と
す
る
大
師
号
追
贈
容
認
の
決
定
に
対
し
「
大
段
惣
山
儀
、
一
向
無
許

容
事
候
、
傍
以
賄
賂
相
語
惡
徒
、
相
調
謀
書
、
達
上
聞
之
由
、
為
事
実
者
、
曲
事
次

第
也
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』同
年
十
月
五
日
条
に「
な
を
ゝ
ゝ

山
の
事
、
三
ゐ（

院
）ん
と
ゝ
の
お
り
事
、
御
ふ（
不
審
）

し
ん
な
る
よ
し
返
事
に
申
さ
る
ゝ
」
と
書

か
れ
て
い
る
。「
三
ゐ（

院
）ん（
＝
三
塔
）」
つ
ま
り
止
観
院
（
東
塔
）・
宝
幢
院
（
西
塔
）・

楞
厳
院
（
横
川
）
が
総
意
と
し
て
納
得
し
た
、
と
い
う
事
は
疑
わ
し
い
と
し
て
、
紛

議
を
避
け
た
い
朝
廷
は
執
奏
を
一
旦
差
し
戻
し
、
幕
府
側
は
延
暦
寺
側
の
意
向
を
再

確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（5
（

。
そ
の
上
で
、
幕
府
に
よ
る
再
度
の
執
奏
を
受
け
た
天
皇

は
、
同
十
四
日
に
天
台
座
主
で
あ
る
妙
法
院
覚
胤
法
親
王
に
消
息
を
送
っ
て
「
御
い

け
ん
」
を
問
い（

（6
（

、
覚
胤
法
親
王
は
「
ち（

勅

許

）

よ
つ
き
よ
な
さ
れ
候
ハ
ゝ
し
か
る
へ
く
候
、

又
は
か（

講
堂
）

う
堂
起
立
の
事
に
て
候
へ
は
、
御
こ（

興

隆

）

う
り
う
の
き（
機
）に

て
あ
る
へ
く
候
や
」
と

答
え
た（

（6
（

。
関
白
の
近
衛
稙
家
も
ま
た
、
延
暦
寺
側
に
つ
い
て
「
既
為
三
院
各
一
同
執

申
候
う
え
は
、
更
不
可
有
別
儀
候
事
候
」「
又
山
に
も
講
堂
再
興
の
事
、
満
山
衆
徒

可
忝
存
候
へ
は
、
旁
勅
許
候
や
う
に
、
重
而
可
被
申
入
候
」
と
述
べ
、
加
え
て
中
性

院
道
澄
が
見
た
と
い
う
「
彼
霊
夢
」
を
無
視
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
、
と
し
て
勅
許

を
後
押
し
し
て
い
る（

（6
（

。
最
終
的
に
は
、
十
月
二
十
日
に
漸
く
、
覚
鑁
に
「
法
印（

（6
（

」
と

「
自
惟
大
師
」
の
諡
号（

（6
（

追
贈
が
宣
下
さ
れ
た
。

　

次
に
、宣
下
後
の
醍
醐
寺
僧
と
根
来
寺
僧
の
動
き
に
注
目
す
る
。『
改
定
史
籍
集
覧
』

所
収
『
厳
助
往
年
記
』
天
文
九
年
十
一
月
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　

�

根
来
寺
本
願
覚
鑁
上
人
諡
号
事
、
山
門
衆
徒
儀
相
調
之
、
自
武
家
御
執
奏
ノ
間

被　

宣
下
云

々
、
仍
根
来
寺
雑
掌
杉
坊
幷
大
勧
進
沙
門
覚
算
法
印
致
上
洛
、
武
家

江
御
礼
出
仕
幷
京
兆
罷
向
云

々
、
当
門
跡
御
在
京
御
礼
祗
候
仕
者
也
、
予
同
在
京

令
披
露
之
了
、

　
　

同　
　

日
、
従
山
門
詔

［
訟
ヵ
］訴
大
師
号
事
、
不
外
聞
閉
口
、
比
興
事
有
之
、

　

一
時
は
「
山
門
衆
徒
儀
」
の
調
整
を
済
ま
せ
、
宣
下
に
漕
ぎ
つ
け
た
こ
と
で
、
根

来
寺
雑
掌
で
あ
る
杉
坊
と
大
勧
進
の
覚
算
が
、
武
家
へ
の
礼
の
た
め
上
洛
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
当
門
跡
（
義
堯
）
と
厳
助
も
「
在
京
」
し
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
再
び
山
門
の
反
対
に
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

　
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
十
年
正
月
五
日
条
で
は
、
諡
号
追
贈
の
翌
年
に
起
き
た

延
暦
寺
の
強
訴
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

一
、
日
行
事
細
豆
州
よ
り
各
へ
折
紙
在
之
、
根
来
寺
開
山
大
師
号
之
事
ニ
、
山
門

神
輿
一
昨
日
中
堂
へ
被
上
申
候
旨
注
進
、
其
之
段
山
門
事
行
披
露
候
、
年
始
事

候
、
可
申
入
段
、
可
為
如
何
哉
云

々
、
山
門
及
大
訴
事
候
条
、
難
被
打
置
事
に

存
候
、
可
為
御
衆
議
候
由
申
之
也
、

　

こ
の
よ
う
に
、
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
正
月
三
日
「
山
門
」
が
覚
鑁
へ
の
大
師

号
追
贈
に
対
す
る
抗
議
を
理
由
に
、「
神
輿
」
に
よ
る
「
大
訴
」
に
及
ん
だ
こ
と
を

受
け
、
幕
府
側
は
看
過
し
が
た
い
事
件
と
し
て
「
御
衆
議
」
に
諮
る
旨
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
諡
号
追
贈
の
宣
下
が
覆
さ
れ
、
義
堯
の
代
で
の
「
大
師
号
」
追

贈
は
「
成
就
」
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
次
の
『
厳
助
往
年
記
』
天
文
十
年
二
月
日
条

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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�

根
来
寺
杉
坊
罷
下
、
大
師
号
事
不
成
就
、
無
其
曲
次
第
也
、
且
宗
門
恥
辱
不
可

過
之
、
比
興
也
、

　

厳
助
が
「
宗
門
恥
辱
」
と
憤
慨
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
通
り
、
本
件
は
根

来
寺
僧
と
醍
醐
寺
僧
が
連
帯
を
強
め
る
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
一
連
の
頼
瑜
・

覚
鑁
の
贈
官
に
関
し
て
義
堯
が
い
か
に
尽
力
し
、
根
来
寺
僧
と
の
連
携
を
深
め
て

い
っ
た
か
が
見
て
取
れ
よ
う
。
最
終
的
に
は
覚
鑁
へ
の
贈
号
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
義
堯
と
同
寺
の
交
流
は
続
い
て
い
く
。

　
　
　
　
（
三
）　

義
堯
に
よ
る
根
来
寺
僧
へ
の
付
法

　

天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
六
月
、
覚
鑁
御
影
堂
供
養
の
た
め
、
義
堯
が
根
来

寺
に
下
向
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、
義
堯
は
根
来
寺
僧
に
印
可
を
授
け
て
い
る
こ

と
が
「
五
八
代
記
」
に
み
え
る
。

　
　

�

五
月
廿
四
日
胃
ー
、

木
ー
、
印
可
被
授
根
来
寺
中
性
院
道
證
法
印
、
承
仕
二
人
、
順
清
・

明
勝
、
道
場
方
、
弘
栄
僧
都
奉
行
、

　
　

同
月
廿
六
日
畢
ー
、

土
ー
、
同
印
可
被
授
同
蓮
花
院
法
印
融
貞
、
於
皮〔

彼
〕

坊
沙
汰

之
、
承
仕
同
前
、

　
　
　

道
場
方
深
応
法
印
奉
行
、

　

義
堯
が
根
来
寺
僧
に
伝
授
を
行
っ
た
背
景
と
し
て
、
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
三

月
十
七
日
、
義
堯
は
源
雅
か
ら
憲
深
方
を
相
承
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
同

じ
よ
う
に
、
憲
深
方
を
相
承
し
た
三
宝
院
門
跡
の
例
と
し
て
、
前
述
し
た
満
済
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
満
済
の
場
合
は
大
伝
法
院
座
主
と
し
て
の
支
配
・
被
支
配
関
係
に
と

ど
ま
り
、
付
法
を
軸
と
し
た
交
流
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
大
伝
法

院
座
主
を
兼
帯
す
る
三
宝
院
門
跡
が
直
接
、
根
来
寺
僧
に
付
法
を
行
っ
た
こ
と
が
、

義
堯
期
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　

併
せ
て
、
こ
の
直
後
に
行
わ
れ
た
法
会
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。「
東
寺

長
者
有
助
拝
堂
記
幷
根
来
寺
舞
楽
曼
荼
羅
供
記
」（『
醍
』
一
二
一
函
七
四
号
）
に
よ

れ
ば
、
天
文
二
十
一
年
六
月
五
日
、
義
堯
が
大
伝
法
院
内
の
円
明
寺
に
お
い
て
「
新

造
影
堂
供
養
舞
楽
曼
荼
羅
供
」
に
勤
仕
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
史
料
を
執
筆
し
た

厳
助
の
本
奥
書
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。（
傍
線
は
筆
者
が
付
す
）。

　
　

� 『
本
云
、
』
右
根
来
寺
本
願
覚
鑁
上
人
影
堂
供
養
表
白
也
、
高
辻
長
雅
卿
草
云

々
、
去

六
月
五
日
、
於
大
伝
法
院
内
円
明
寺
、
新
造
影
堂
供
養
舞
楽
万
タ
ラ
供
行
之
、

導
師
当『

義
堯
』

門
跡
御
懃
仕
、
職
衆
六
十
口
、
此
内
四
人
当（
醍
醐
寺
）寺住

、
俊『
安
養
院
』聡法

印
呪
願
、

深『
行
樹
院
』応法
印
唄
、
弘『
角
房
智
恵
身
院
』

宥
僧
都
、
堯『
中
性
院
』怡律
師
也
、
不不

守
臈
次
着
上
座
云

々
、
本（

醍
醐
寺
）寺輩

・

田
舎
末
寺
衆
同
座
立
會
事
、
先
例
有
之
歟
、
可
尋
註
、
今
度
門（

義
堯
）主

御
下
向
事
、

連
々
以
内
儀
被
尋
仰
調
云

々
、
去
五
月
十
日
発
定
［
足
ヵ
］、

当
月
十
日
御
上
洛
也
、
御

布
施
五『

五
百
貫
』

百
疋
進
上
云

々
、

　
　
　
　

天
文
廿
一
年
七
月
朔
日
書
之
、　
　
　
　

権『
理
性
院
先
師
』

僧
正
厳
助

　

大
伝
法
院
の
円
明
寺
に
お
い
て
、
新
造
さ
れ
た
「
影
堂
」
の
供
養
の
た
め
舞
楽
万

荼
羅
供
が
行
わ
れ
、「
当
門
跡
（
義
堯
）」
が
導
師
を
務
め
た
こ
と
が
分
か
る
が
、「
職

衆
六
十
口
」
の
う
ち
、
四
人
（
俊
聡
・
深
応
・
弘
宥
・
堯
怡
）
が
「
当
寺
（
醍
醐
寺
）」

住
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
厳
助
は
醍
醐
寺
僧
が
「
臈
次
」
を
守
ら

ず
「
上
座
」
に
着
し
た
と
述
べ
、「
本
寺
輩
」
が
「
田
舎
末
寺
衆
」（
こ
こ
で
は
根
来

寺
僧
を
指
す
）
と
「
同
座
」
し
「
立
會
」
っ
た
先
例
の
有
無
を
「
尋
註
」
す
べ
し
、

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
通
常
、
醍
醐
寺
僧
か
ら
付
法
を
受
け
る
立
場
に

あ
っ
た
「
田
舎
末
寺
衆
」
は
、
法
会
の
場
に
お
い
て
「
本
寺
輩
」
と
「
同
座
」
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
両
寺
僧
の
上
下
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

（6
（

。
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頼
瑜
・
覚
鑁
へ
の
贈
官
・
贈
号
を
め
ぐ
る
両
寺
僧
の
関
係
性
の
深
化
を
背
景
に
、

恐
ら
く
義
堯
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
、四
人
の
醍
醐
寺
住
僧
が
義
堯
と
共
に
下
向
し「
同

座
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
義
堯
は
根
来
寺
を
当
時
の
「
田
舎
末
寺
」
と
同
列
に
扱

わ
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
上
座
に
着
し
た
「
本
寺
輩
」
や
、
根
来
寺

を
「
田
舎
末
寺
」
と
称
す
る
厳
助
に
は
、
厚
遇
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

義
堯
と
根
来
寺
僧
の
関
係
は
、
本
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
賢
俊
以
来
の
公
的

な
主
従
関
係
か
ら
出
発
し
た
と
推
察
す
る
。
義
堯
は
、
頼
瑜
へ
の
贈
官
と
覚
鑁
へ
の

大
師
号
追
贈
を
実
現
す
る
た
め
、
根
来
寺
僧
と
世
俗
社
会
の
仲
介
者
と
し
て
積
極
的

に
役
割
を
果
た
し
た
。
加
え
て
、
根
来
寺
僧
に
対
し
て
印
可
の
伝
授
を
行
っ
た
こ
と

は
特
筆
さ
れ
る
。
三
宝
院
門
跡
と
根
来
寺
僧
の
関
係
性
に
お
い
て
、
座
主
と
門
徒
と

し
て
の
関
わ
り
の
中
で
、
師
資
相
承
を
軸
と
し
た
交
流
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
転
換

点
と
し
て
注
目
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
義
堯
は
行
人
や
往
生
院
（
客
僧
）
等
、
こ
れ
ま
で
座
主
と
の
接
点
を
持
た

な
か
っ
た
集
団
と
も
関
係
性
構
築
を
図
っ
た
こ
と
が
、
先
行
研
究
よ
り
指
摘
さ
れ
て

い
る（

（6
（

。

　
　
　
　
（
四
）
義
堯
期
に
お
け
る
三
宝
院
流
憲
深
方
の
相
承
と
根
来
寺
僧

　

こ
れ
ま
で
、
本
章
で
は
三
宝
院
門
跡
で
あ
る
義
堯
と
根
来
寺
僧
の
交
流
を
追
っ
て

き
た
が
、
こ
こ
で
は
三
宝
院
流
憲
深
方
の
僧
侶
と
根
来
寺
僧
の
法
流
相
承
を
め
ぐ
る

交
流
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

　
「
源
雅
授
与
記
」（『
醍
』
二
三
三
函
八
二
号
二
番
）
を
確
認
す
る
と
、
天
文
八
年

（
一
五
三
九
）
か
ら
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
に
か
け
て
、
憲
深
方
は
教
線
を
拡
大

し
た
時
期
に
あ
た
る
。
当
時
の
報
恩
院
院
主
は
、
畿
内
よ
り
も
遠
方
（
関
東
・
中
国
）

に
主
眼
を
置
き
、
積
極
的
に
地
方
寺
院
へ
下
向
し
て
い
た（

（6
（

。
隆
源
の
よ
う
に
正
嫡
自

ら
根
来
寺
に
出
向
く
こ
と
は
な
く
、
関
係
性
と
し
て
は
希
薄
な
印
象
を
受
け
る
が
、

醍
醐
寺
に
来
山
す
る
根
来
寺
僧
と
の
交
流
は
継
続
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
源
雅
は
「
根
来
寺
客
僧
衆
」
の
智
積
院
日
秀
に
対
し
、

異
例
の
「
容
易
受
法
」「
早
速
悉
相
承
」
を
行
っ
て
い
る（

（6
（

。
本
史
料
で
源
雅
は
日
秀

を
「
指
南
教
相
碩
学
」
と
称
し
、
こ
の
相
承
は
「
講
談
決
択
懈
怠
」
に
対
処
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
室
町
後
期
に
お
い
て
も
、
醍
醐
寺
僧
が
根

来
寺
僧
に
事
相
の
伝
授
を
行
っ
て
お
り
、
憲
深
方
で
は
鎌
倉
期
以
来
の
交
流
が
続
い

て
い
た
。
そ
の
一
方
、
教
相
に
つ
い
て
は
根
来
寺
僧
に
「
指
南
」
を
受
け
る
立
場
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る（

（6
（

。

　

ま
た
、『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
か
ら
は
、
後
に
豊
山
派
第
二
世
と
な
る
性
盛
（
頼

心
房
）
に
つ
い
て
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
頃
か
ら
醍
醐
寺
を
拠
点
と
し
た
書
写

活
動
が
見
出
せ
る
。「
不
動
護
摩
次
第
」（『
醍
』三
五
〇
函
四
六
号
）の
奥
書
に
は「
永

禄
八
年
乙丑
十
二
月
上
旬
、
上
醍
醐
寂
静
院
谷
以
行
樹
院
深
応
僧
正
御
本
伝
写
伝
受
次
、

成
賢
僧
正
頸
次
第
并
頼
瑜
僧
正
以〔

物
脱
カ
〕抄押
紙
予
加
之
畢
、
根
本
寺
五
坊
性
盛
法
印
頼
心

坊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
深
応
は
源
雅
の
附
弟
で
、
後
に
「
不
慮
」
の
事
態
に
よ
っ

て
三
宝
院
流
憲
深
方
の
「
当
流
預
」
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る（

（7
（

。

　

そ
れ
に
加
え
て
性
盛
は
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
正
月
に
源
雅
か
ら
付
法
を
受

け
た
と
見
ら
れ
、
性
盛
が
伝
受
し
た
聖
教
と
し
て
、
四
七
四
函
七
一
号
一
～
九
番
が

挙
げ
ら
れ
る
。「
十
八
道
加
行
礼
拝
日
記
」（『
醍
』
四
七
四
函
七
一
号
二
番
）
の
奥

書
に
は
「
元
亀
二
年
正
月
十
五
日
、
報
恩
院
源
雅
僧
正
伝
之
、
頼
心
房
」
と
あ
り
、

上
記
の
ほ
か
三
点
の
奥
書
に
お
い
て
も
源
雅
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。
ま
た
、「
十
八

道
伝
授
神
分
等
」（『
醍
』
四
七
一
函
七
一
号
三
番
）
に
は
「
御
本
云
、
於
上
醍
醐
行

樹
院
書
留
之
、
性
盛
頼
心
房
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
の
滞
在
拠
点
と

し
て
、
上
醍
醐
行
樹
院
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
、性
盛
が
書
写
し
た
聖
教
の
行
方
に
つ
い
て
も
述
べ
た
い
。前
述
し
た「
不

動
護
摩
次
第
」（『
醍
』
三
五
〇
函
四
六
号
）
に
お
い
て
、
性
盛
の
奥
書
の
後
に
は
「
慶
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長
十
年
乙巳
正
月
下
旬
、
於
和
州
中
性
院
別
行
也
、
時
以
性
盛
法
印
御
本
伝
写
伝
受
者

也
、
勤
息
性
心
良
雲
房
」
と
続
い
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
性
盛
は
度
々
醍
醐
寺
を
訪

れ
て
憲
深
方
の
僧
侶
と
接
触
し
、
根
来
寺
に
聖
教
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘

で
き
よ
う（

（7
（

。

　
　
　

第
三
章　

近
世
初
頭
に
お
け
る
醍
醐
寺
僧
と
根
来
寺
僧
の
関
係

　

最
後
に
、
義
堯
の
跡
を
継
い
で
三
宝
院
門
跡
と
な
っ
た
義
演
を
中
心
に
、
両
寺
僧

の
関
係
を
述
べ
た
い
。
三
宝
院
門
跡
義
演
（
永
禄
元
年
〔
一
五
五
八
〕
―
寛
永
三
年

〔
一
六
二
六
〕）
は
、
二
条
晴
良
と
伏
見
宮
二
品
親
王
女
の
息
で
、
足
利
義
昭
の
猶

子
と
し
て
三
宝
院
門
跡
に
入
室
し
た
。
醍
醐
寺
第
八
十
代
座
主
・
東
寺
長
者
を
歴
任

し
、
豊
臣
秀
吉
・
秀
頼
の
援
助
を
得
て
、
醍
醐
寺
の
再
興
に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て

知
ら
れ
る（

（7
（

。「
五
八
代
記
」
に
よ
れ
ば
、
義
演
は
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
八
月

二
十
四
日
、「
根
来
寺
座
主
（
＝
大
伝
法
院
座
主
）」
に
補
任
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
秀
吉
に
よ
る
根
来
寺
破
却
に
よ
っ
て
伽
藍

は
灰
燼
に
帰
し
、
同
寺
の
住
僧
は
各
地
の
真
言
宗
寺
院
に
身
を
寄
せ
る
事
態
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
宝
院
門
跡
が
根
来
寺
座
主
と
し
て
一
山
と
関
係
性
を
構
築

す
る
こ
と
は
、
物
理
的
に
不
可
能
に
な
っ
た
も
の
の
、
僧
侶
間
で
の
付
法
を
軸
と
し

た
交
流
は
続
け
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
（
一
）
根
来
寺
破
却
後
の
交
流

　

こ
の
時
期
の
醍
醐
寺
僧
と
根
来
寺
僧
を
直
接
結
び
付
け
る
存
在
と
し
て
、
光
台
院

亮
淳
が
挙
げ
ら
れ
る
。
光
台
院
亮
淳
は
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の
「
醍
醐
寺
々

領
堂
舎
目
録
案
」（『
大
古
』
三
―
六
三
三
）
に
お
い
て
「
一
、
光
台
院　

地
蔵
院
方

一
流
正
嫡
也
、
近
代
ノ
祖
師
亮
淳
僧
正
、
飽
嘗
醍
醐
之
法
水
、
幸
扇
仁
和
之
密
風
、

挙
世
皆
称
野
澤
再
興
矣
」
と
位
置
付
け
ら
れ
た
人
物
で
あ
る（

（7
（

。

　
「
普
賢
延
命
護
摩
私
記
」（『
醍
』
四
五
八
函
九
六
号
）
の
奥
書
に
は
「
天
正
十
四

年
正
月
十
七
日
、
於
醍
醐
寺
光
台
院
申
請
亮
淳
法
印
御
本
令
書
写
畢
、筆
者　

俊
承
坊
、

同
伝
授
畢
、
金
剛
仏
子
専
誉
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
後
に
豊
山
派
第
一
世
と
な
る
専

誉
と
の
関
係
が
窺
え
る
。
櫛
田
良
洪
氏
は
、
長
谷
寺
宝
蔵
の
「
北
斗
護
摩
私
記
」
の

奥
書
に
「
天
正
十
四
年
正
月
六
日
、
於
酉（

醍
醐
）酉
寺
光
台
院
法
印
御
本
申
請
令
書
写
畢
、

筆
者
俊（

典
慧
）承

五（
マ
ヽ
）一

、
金
剛
仏
子　

専
誉
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

が（
（7
（

、『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
内
の
当
該
史
料
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
専
誉
が
醍
醐
寺
に
滞
在
し
、
中
性
院
流
の
源
流
に
あ
た
る

法
流
の
一
つ
、
地
蔵
院
流
の
付
法
を
求
め
た
こ
と
は
、
双
方
の
史
料
か
ら
裏
付
け
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
櫛
田
氏
は
、
専
誉
と
義
演
が
亮
淳
を
介
し
て
交
流
を
持
っ
た
可
能
性
を
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
亮
淳
は
義
堯
か
ら
「
本
尊
・
聖
教
・
道
具
」
を
預
か
っ
た
一
人
で
、

義
演
が
「
伝
受
」
し
た
後
は
そ
れ
ら
を
渡
す
よ
う
に
遺
言
さ
れ
て
い
た（

（7
（

。『
醍
醐
寺

新
要
録
』
に
は
亮
淳
か
ら
の
聞
書
が
複
数
採
録
さ
れ
て
い
る
た
め（

（7
（

、
義
演
と
亮
淳
は

実
際
の
と
こ
ろ
旧
知
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
（
二
）　

義
演
に
よ
る
元
根
来
寺
僧
へ
の
付
法　

　

こ
こ
で
は
、
義
演
と
直
接
交
流
を
持
っ
た
元
根
来
寺
僧
に
注
目
す
る
。
性
盛
は
、

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
九
月
十
九
日
、
金
剛
輪
院
に
て
印
可
を
受
け
て
お
り
、
専

誉
よ
り
も
先
に
、
義
演
と
直
接
の
接
点
が
見
出
せ
る
。「
五
八
代
記
」
に
は
「
根
来

寺
五
坊
頼（

性
盛
）心
発
起
、
此
内
琉
球
国
ノ
僧
一
人
在
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
住
僧

に
よ
る
同
時
受
法
の
「
発
起
」
人
は
頼
心
房
性
盛
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。「
義
演
授

快
雄
許
可
灌
頂
印
信
紹
文
案
」（『
醍
』
四
二
函
二
号
）
の
裏
書
に
は
、
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。
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琉
球
国
波
上
山
護
国
寺
良
純
房
印
可
申
入
了
、
同
壇
十
一
人
、
近
日
帰
国
之

間
、

　
　

�
印
信
早
々
所
望
、
仍
無
左
右
今
日
書
与
之
、
并
院
号
之
事
懇
望
、
則
可
為
三
光

院
之
由
、
金
蓮
院
以
奉
書
仰
遣
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　

法
印
権
大
僧
都
性
盛
根
来
寺
清
浄
金
剛
院

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー
ー
栄
範
土
佐
常
通
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー
ー
賢
清
奥
州
岩
城
薬
王
寺
弟
分

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー
ー
宥
義
常
州
佐
竹
玄
音
房

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー
ー
快
円
駿
州
智
恵
光
院

今
三
条
薬
師
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー
ー
来
栄
下
総
佐
倉
甚
良
房

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー
ー
頼
盛
尾
州
無
量
光
院

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー
ー
珍
栄
土
佐
栄
松
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

権
少
僧
都
専
海
長
州
神
上
寺
頼
遍
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
十
二
月
十
一
日
与
之
、

　

こ
こ
か
ら
、同
壇
に
は
豊
山
派
第
三
世
と
な
る
宥
義
や
、報
恩
院
末
に
あ
た
る「
土

佐
常
通
寺
」
の
栄
範
、「
奥
州
岩
城
薬
王
寺
」
の
「
弟
分
」
賢
清
が
い
た
こ
と
が
窺

え
る（

（7
（

。

　

次
に
、
義
演
と
専
誉
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
義
演
は
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
二

月
十
六
日
か
ら
、
長
谷
寺
を
は
じ
め
と
す
る
大
和
の
寺
院
を
巡
拝
し
て
お
り
、
専
誉

は
そ
の
下
向
の
際
に
印
可
を
受
け
て
い
る（

（7
（

。「
義
演
授
専
誉
許
可
灌
頂
印
信
紹
文
案
」

（『
醍
』
四
二
函
一
〇
号（

（8
（

）
の
奥
書
に
「
和
州
泊
瀬
寺
参
詣
時
、
小
池
依
所
望
免
許
了
、

同
壇
十
五
人
、
当
座
ニ
与
之
」
と
あ
る
通
り
、
本
件
は
専
誉
の
「
所
望
」
に
よ
る
「
免

許
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
五
八
代
記
」
に
も
「
於
和
州
泊
瀬
寺
印
可

受
者
十
五
人
、
発
起
根
来
寺
中
性
院
元
ハ
小
池
也
、
専
誉
授
与
」
と
あ
り
、
こ
の
際
の
「
発

起
」
人
は
専
誉
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
の
『
義
演
准
后
日

記
』
に
は
、
受
者
の
中
に
「
根
来
五
坊
（
性
盛
）
弟
子
」
の
慶
存
と
、
報
恩
院
末
寺（

（8
（

「
日
州
黒
貫
寺
」
の
弟
子
海
俊
、
光
台
院
の
末
寺
と
し
て
地
蔵
院
流
に
列
な
る（

（8
（

「
野

洲
那
須
金
剛
寿
院
」
の
弟
子
尊
雄
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
以
上

の
二
例
に
お
い
て
、
元
根
来
寺
僧
は
受
法
に
お
け
る
「
発
起
」
人
と
な
っ
て
お
り
、

三
宝
院
門
跡
か
ら
印
可
を
受
け
る
地
方
住
僧
を
代
表
す
る
立
場
を
担
っ
て
い
た
可
能

性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
前
掲
の
「
義
演
授
快
雄
許
可
灌
頂
印
信
紹
文
案
」（『
醍
』
四
二
函
二
号
）

と
「
義
演
授
専
誉
許
可
灌
頂
印
信
紹
文
案
」（『
醍
』
四
二
函
一
〇
号
）
に
は
、
い
ず

れ
も
義
演
が
報
恩
院
歴
代
で
あ
る
「
後
正
覚
院
僧
正
（
雅
厳
）」
か
ら
伝
受
し
た
法

流
を
授
け
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
報
恩
院
院
主
か
ら
伝
受
し
た
三
宝
院
門
跡
が
元
根

来
寺
僧
に
付
法
を
行
う
構
図
は
、
義
堯
の
事
例
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

同
壇
し
た
地
方
住
僧
も
ま
た
、
三
宝
院
流
憲
深
方
の
付
法
を
報
恩
院
院
主
で
は
な

く
、
義
演
に
求
め
た
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
義
演
の
名
声
を
聞
き
及
ん
で
の
こ
と

と
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
当
時
の
報
恩
院
院
主
で
あ
る
憲
応
に
つ
い
て
、

義
演
は
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（8
（

。

　
　

同（
慶
長
九
年
）

九
年
甲辰
八
月
十
日
、
於
醍
醐
寺
金
堂
、
豊
国
大
明
神
法
楽
第
七
回

御
忌

、（
中
略
）
于

時
憲
応
法
眼
為
色
衆
、
依
若
輩
、
無
諸
役
矣
、

　
　

憲�

応
法
眼
事
、
雅
厳
僧
正
入
室
弟
子
也
、
但
童
形
ノ
中
ニ
師
主
入
滅
了
、
於
得

度
者
、
予
戒
師
、
是
代
々
先
例
也
、
於
四
度
者
、
対
行
樹
院
僧
都
深
宥
、
遂

其
節
了
、報
恩
院
々
務
也
、俗
姓
中
山
大
納
言
親
綱
息
也
、当（

慶
長
九
年
）年廿
二
歳
云

々
、

　

憲
応
が
若
年
で
、
僧
侶
と
し
て
も
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と
を
加
味
す
る
と
、
憲
深
方

伝
受
の
た
め
醍
醐
寺
に
来
山
し
た
地
方
住
僧
に
と
っ
て
、
義
演
が
最
も
師
僧
と
し
て
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適
任
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
（
三
）
専
誉
の
権
僧
正
補
任
と
義
演

　

最
後
に
、
灌
頂
後
の
専
誉
と
義
演
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
専
誉
は
『
義
演
准

后
日
記
』
に
度
々
登
場
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
専
誉
の
権
僧
正
補
任
を
め
ぐ
る
記

事
は
興
味
深
い
。
慶
長
六
年
九
月
十
八
日
、
専
誉
が
「
極
官
之
儀
」
を
望
ん
だ
た
め
、

義
演
は
勧
修
寺
光
豊
に
書
状
を
送
っ
て
い
る
。
義
演
は
そ
の
理
由
と
し
て
、「
殊
専

誉
事
、
当
時
随
分
積
学
功
、
既
及
老
年
者
候
、
其
上
同
寺
智（

玄
宥
）

積
院
、
先
年
極
官
申
請

候
」
と
述
べ
、
勅
許
の
「
御
執
成
」
を
求
め
た
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
三
月

十
六
日
の
記
事
か
ら
は
、
義
堯
が
継
続
的
に
申
入
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

難
航
し
た
要
因
と
し
て
、
櫛
田
氏
は
、
家
康
の
恩
恵
が
厚
か
っ
た
智
積
院
玄
宥
が
専

誉
に
先
ん
じ
て
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
に
権
僧
正
へ
補
任
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、

豊
臣
氏
の
恩
顧
を
受
け
た
専
誉
は
玄
宥
に
比
べ
て
不
利
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い

る（
（8
（

。
漸
く
動
き
が
あ
っ
た
の
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
四
月
二
十
八
日
の
こ
と

で
、「
中（

専
誉
）

性
院
極
官
之
儀
、
大
方
無
異
儀
由
申
来
候
、
仍
明
日
泊
瀬
ヘ
成（
演
賀
）身

院
書
状

遣
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
根
来
寺
の
破
却
を
経
て
も
、
三
宝
院
門
跡

は
元
根
来
寺
僧
と
世
俗
権
力
を
結
ぶ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。結
局
、

実
際
に
専
誉
を
権
僧
正
に
補
任
す
る
宣
旨
が
下
っ
た
の
は
、
同
年
の
六
月
一
日
で

あ
っ
た（

（8
（

。
こ
の
よ
う
に
、
三
宝
院
門
跡
に
よ
る
根
来
寺
僧
と
朝
廷
の
仲
介
は
、
根
来

寺
が
破
却
さ
れ
て
か
ら
も
法
流
相
承
を
軸
と
し
た
交
流
に
よ
っ
て
継
続
し
て
い
た
。

　

専
誉
の
権
僧
正
補
任
は
、
法
流
上
の
師
資
関
係
を
結
ん
で
い
た
義
演
の
尽
力
が
無

け
れ
ば
成
し
得
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長

九
年
八
月
廿
日
条
で
は
「
先
年
小（

専
誉
）池
極
官
ニ
付
、
当
門
院
家
ニ
召
加
テ
、
則
執
奏
申
入
、

僧
正
ニ
任
了
」
と
記
し
て
い
る
が
、
同
時
代
史
料
か
ら
見
出
せ
る
の
は
、
あ
く
ま
で

も
法
流
を
め
ぐ
る
相
承
関
係
で
あ
る
。
永
村
眞
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、

義
演
は
『
新
要
録
』
に
お
い
て
、
根
来
寺
・
大
伝
法
院
を
「
末
寺
部
」
に
記
載
し
て

い
な
い（

（8
（

。「
当
門
院
家
ニ
召
加
テ
」
は
法
流
上
の
問
題
で
あ
り
、
所
謂
「
末
寺
」
と
は

異
な
る
関
係
性
を
指
す
と
考
え
た
い
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
、
醍
醐
寺
僧
と
根
来
寺
僧
の

交
流
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
の
検
証
を
試
み
た
。
頼
瑜
が
憲
深
か
ら
受
法
し
た
当
時

は
、
醍
醐
寺
・
根
来
寺
間
に
本
末
関
係
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
法
流
を
介
し
た
、
僧

侶
同
士
の
個
人
的
な
結
び
つ
き
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
憲
深
方
と
根
来

寺
僧
の
関
係
性
は
、
隆
源
・
源
雅
の
時
代
に
至
る
ま
で
継
続
し
た
。

　

一
方
、
三
宝
院
門
跡
は
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
賢
俊
が
大
伝
法
院
座
主
に
補

任
さ
れ
た
こ
と
で
、
初
め
て
根
来
寺
僧
と
接
点
を
持
つ
。
南
北
朝
の
動
乱
や
三
宝
院

門
跡
の
停
滞
を
経
て
、
満
済
期
に
交
流
が
本
格
化
し
、
座
主
と
大
伝
法
院
雑
掌
（
寺

務
代
官
）
の
主
従
関
係
を
軸
と
す
る
根
来
寺
支
配
を
目
指
し
た
。
こ
れ
は
、
憲
深
方

正
嫡
を
中
心
に
構
築
し
て
き
た
、
付
法
に
よ
る
師
資
関
係
に
基
づ
い
た
私
的
な
交
流

と
は
全
く
性
質
が
異
な
る
。

　

義
堯
は
、
根
来
寺
僧
と
世
俗
社
会
の
仲
介
役
と
し
て
尽
力
す
る
こ
と
で
、
同
寺
僧

と
の
関
係
性
強
化
に
努
め
た
。
加
え
て
、
三
宝
院
門
跡
と
し
て
根
来
寺
僧
に
印
可
を

授
け
た
点
は
特
筆
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
義
堯
を
中
心
と
し
た
交
流
と
並
行
し
て
、
憲

深
方
に
お
い
て
も
根
来
寺
僧
の
往
還
が
活
発
に
な
っ
て
い
た
。
根
来
寺
破
却
後
に
お

い
て
も
、
法
流
を
軸
と
し
た
交
流
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
光
台
院
の
史
料
か
ら
窺
え

る
。

　

義
演
は
、
根
来
寺
破
却
に
よ
っ
て
寺
僧
集
団
と
の
関
係
性
構
築
が
不
可
能
に
な
る

中
で
、
三
宝
院
門
跡
の
付
法
に
よ
る
交
流
を
重
ん
じ
た
。
本
寺
を
追
わ
れ
た
元
根
来
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寺
僧
と
し
て
も
、
三
宝
院
門
跡
と
の
交
流
を
維
持
す
る
手
段
と
し
て
最
適
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
義
演
の
功
績
と
し
て
は
、
専
誉
の
権
僧
正
転
任
が
挙
げ
ら
れ
る
。
祖

師
・
先
師
に
対
す
る
僧
官
の
追
贈
を
達
成
し
た
義
堯
期
に
対
し
、
義
演
が
果
た
し
た

の
は
現
役
の
僧
侶
の
転
任
で
あ
っ
た
。
こ
の
先
例
に
よ
っ
て
智
積
院
・
長
谷
寺
両
能

化
が
権
僧
正
と
な
り
、
後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
る（

（8
（

。

　

こ
れ
ま
で
、
三
宝
院
流
憲
深
方
の
付
法
に
よ
る
両
寺
僧
間
の
交
流
と
、
大
伝
法
院

座
主
と
な
っ
た
三
宝
院
門
跡
に
よ
る
根
来
寺
支
配
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い

て
異
な
る
軸
で
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
醍
醐
寺
僧
と
根
来
寺
僧
の
関
係

史
に
お
い
て
、
大
伝
法
院
座
主
を
中
心
と
す
る
主
従
関
係
か
ら
出
発
し
た
三
宝
院
門

跡
と
根
来
寺
僧
の
交
流
が
、
義
堯
期
に
師
資
関
係
を
基
盤
と
す
る
交
流
に
転
換
し
た

点
、
義
演
が
元
根
来
寺
僧
に
三
宝
院
流
憲
深
方
を
伝
授
し
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。
義

堯
・
義
演
と
同
じ
く
憲
深
方
を
相
承
し
て
い
る
満
済
が
、
座
主
と
寺
務
代
官
に
よ
る

支
配
を
志
向
し
た
の
と
は
対
照
的
と
い
え
よ
う
。
殊
に
義
演
の
場
合
は
、
根
来
寺
座

主
職
に
就
い
て
程
な
く
、同
寺
の
破
却
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、関
係
性
と
し
て
は
、

座
主
と
門
徒
の
関
係
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ま
で
の
憲
深
方
が
担
っ
て
き
た
、
対
個

人
の
交
流
に
回
帰
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
事
相
は
醍
醐
寺
、
教
相

は
根
来
寺
と
い
う
よ
う
に
、
互
い
の
優
越
す
る
分
野
で
補
完
し
あ
う
関
係
性（

（8
（

は
、
序

列
を
明
確
に
規
定
す
る
近
世
的
な
本
末
関
係
で
は
成
し
得
な
い
。
僧
侶
個
人
の
師
資

関
係
と
い
う
、私
的
な
交
流
に
依
拠
す
る
か
ら
こ
そ
、根
来
寺
破
却
を
経
て
も
な
お
、

双
方
を
尊
重
し
た
交
流
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）�

中
川
委
紀
子
氏
「
中
世
後
期
に
お
け
る
高
野
山
大
伝
法
院
の
再
構
築
―
末
寺
根
来
寺
へ
の
仏

法
移
転
相
承
と
そ
の
観
念
―
」（
山
岸
常
人
氏
編
『
歴
史
の
な
か
の
根
来
寺
―
教
学
継
承
と

聖
俗
連
環
の
場
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。

（
2
）�

西
弥
生
氏
『
中
世
密
教
寺
院
と
修
法
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
序
章
。

（
3
）�

坂
本
正
仁
氏
「
醍
醐
寺
所
蔵
「
澄
惠
僧
正
授
与
記
」「
授
与
引
付
澄
惠
」」（『
豊
山
学
報
』

四
五
号
、
真
言
宗
豊
山
派
総
合
研
究
院
、
二
〇
〇
二
年
、
八
頁
）。

（
4
）�

山
岸
常
人
氏
編
『
歴
史
の
な
か
の
根
来
寺
―
教
学
継
承
と
聖
俗
連
環
の
場
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
七
年
）。

（
5
）�「
法
流
」
と
い
う
語
は
、
永
村
眞
氏
「「
院
家
」
と
「
法
流
」
―
お
も
に
醍
醐
寺
報
恩
院
を
通

し
て
―
」（
稲
垣
栄
三
氏
編
『
醍
醐
寺
の
密
教
と
社
会
』、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
九
一
年
、

二
五
〇
頁
）
の
中
で
、
真
言
密
教
に
お
け
る
独
自
性
を
も
っ
た
秘
法
の
体
系
、
ま
た
は
秘
法

を
相
承
す
る
師
と
弟
子
か
ら
成
る
集
団
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）�

藤
井
雅
子
氏
「
三
宝
院
・
三
宝
院
流
と
醍
醐
寺
座
主
」（『
中
世
醍
醐
寺
と
真
言
密
教
』
第
Ⅰ

部
第
一
章
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
五
四
―
五
八
頁
）。

（
7
）�

永
村
眞
氏
「
中
世
醍
醐
寺
と
根
来
寺
」（
三
派
合
同
記
念
論
集
編
集
委
員
会
編
『
新
義
真
言

教
学
の
研
究　

頼
瑜
僧
正
七
百
年
御
遠
忌
記
念
論
集
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、（
以
下
、

永
村
氏
論
文
Ａ
））。

（
8
）�

小
山
靖
憲
氏
「
中
世
根
来
寺
の
組
織
と
経
営
」（
大
阪
歴
史
学
会
編
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

一
三
〇
号
、
一
九
九
一
年
、
三
月
）。

（
9
）�

永
村
氏
論
文
Ａ
、
永
村
眞
氏
「
頼
瑜
法
印
と
醍
醐
寺
」（
智
山
勧
学
会
編
『
智
山
学
報
』

五
二
輯
、
二
〇
〇
三
年
（
以
下
、
永
村
氏
論
文
Ｂ
））。

（
10
）�

橘
悠
太
氏
「［
中
世
・
部
会
報
告
］
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
醍
醐
寺
三
宝
院
と
根
来
寺
」

（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
六
五
号
、
二
〇
一
七
年
、
十
二
月
）。

（
11
）�

永
村
氏
論
文
Ａ
、
六
二
三
頁
参
照
。

（
12
）�『
密
教
大
辞
典
』
二
二
二
八
頁
参
照
。

（
13
）�

永
村
氏
論
文
Ｂ
、
八
頁
参
照
。

（
14
）�
永
村
氏
論
文
Ｂ
、
九
頁
参
照
。

（
15
）�『
醍
醐
寺
新
要
録
』報
恩
院
篇
七
五
八
頁
、同
地
蔵
院
篇
七
三
一
頁
、同
理
性
院
篇
七
八
三
頁
。

（
16
）�

永
村
氏
論
文
Ｂ
、
十
一
頁
参
照
。

（
17
）�

三
浦
章
夫
氏
「
中
性
院
頼
瑜
法
印
年
譜
」（
大
正
大
学
編
『
密
教
論
叢
』
二
〇
号
、
一
九
四
〇

年
）。
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（
18
）�

永
村
氏
論
文
Ｂ
、
十
一
頁
参
照
。

（
19
）�「
中
性
院
法
印
頼
瑜
灌
頂
資
記
」

（
20
）�
築
島
裕
氏
「
醍
醐
寺
蔵
本
「
伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈
」」（『
研
究
紀
要
』、
一
号
、
醍
醐
寺

文
化
財
研
究
所
、
一
九
七
八
年
、
五
七
頁
）。

（
21
）�

永
村
氏
論
文
Ｂ
、
十
六
頁
参
照
。

（
22
）�『
国
書
人
名
辞
典
』（
岩
波
書
店
）。『
密
教
大
辞
典
』
二
二
四
二
頁
、
隆
源
の
項
。

（
23
）�

永
村
氏
論
文
Ａ
、
六
三
〇
―
六
三
一
頁
参
照
。

（
24
）�「
根
来
寺
中
性
院
聖
融
願
文
写
」（『
醍
』
七
一
函
一
四
二
号
一
―
一
番
）、「
根
来
寺
中
性
院

聖
融
諷
誦
文
写
」（『
醍
』
七
一
函
一
四
二
号
一
―
二
番
）。

（
25
）�「
願
文
・
諷
誦
文
書
写
覚
書
」（『
醍
』
七
一
函
一
四
一
号
三
番
）。

（
26
）�

永
村
氏
論
文
Ａ
、
六
三
一
頁
参
照
。

（
27
）�「
権
少
僧
都
聖
融
書
状
」（『
醍
』
一
一
函
六
六
号
）、「
法
印
景
範
書
状
」（『
醍
』
二
四
函

一
五
号
）。

（
28
）�「
法
印
景
範
書
状
」（『
醍
』
二
四
函
一
九
号
）、「
法
印
景
範
書
状
」（『
醍
』
二
四
函
二
六
号
）。

（
29
）�「
根
来
寺
聖
天
院
賢
範
卅
五
日
忌
願
文
并
諷
誦
文
写
」（『
醍
』
七
〇
函
三
五
号
）。

（
30
）�

永
村
氏
論
文
Ａ
、
六
三
三
頁
参
照
。

（
31
）�「
不
審
事
申
条
々
案
」（『
醍
』
三
〇
一
函
二
六
号
）。

（
32
）�「
不
審
事
返
答
条
々
案
」（『
醍
』
三
〇
一
函
二
七
号
一
番
）、「
不
審
事
返
答
条
々
案
」（『
醍
』

三
〇
一
函
二
七
号
二
番
）。

（
33
）�

註
（
10
）
橘
氏
前
掲
論
文
、
七
八
頁
参
照
。

（
34
）�「
光
厳
上
皇
院
宣
」（『
大
日
本
古
文
書
』（
以
下
『
大
古
』）
醍
醐
寺
文
書
之
一
三
―

三
〇
五
四
）。

（
35
）�「
三
宝
院
賢
俊
譲
状
写
」（『
醍
』
二
一
函
三
八
号
二
番
、『
大
古
』
醍
醐
寺
文
書
之
一
四
―

三
三
〇
〇
（
二
））。

（
36
）�「
五
八
代
記
」
光
済
の
項
。
観
応
元
年
九
月
二
十
五
日
、
岳
西
院
定
超
か
ら
許
可
灌
頂
を
受

け
る
。

（
37
）�「
前
大
僧
正
賢
俊
譲
状
」（『
大
古
』
醍
醐
寺
文
書
之
一
四
―
三
二
二
二
）。

（
38
）�「
幕
府
管
領
細
川
頼
之
奉
書
」（『
大
古
』
醍
醐
寺
文
書
之
一
三
―
三
〇
六
〇
）「
足
利
義
満
御

教
書
」（『
大
古
』
醍
醐
寺
文
書
之
一
三
―
三
〇
六
一
）。

（
39
）�

註
（
10
）
橘
氏
前
掲
論
文
、
八
二
―
八
四
頁
参
照
。

（
40
）�「
足
利
義
満
御
教
書
」（『
大
古
』
醍
醐
寺
文
書
之
一
―
七
〇
号
）。

（
41
）�「
根
来
寺
聖
天
院
景
範
書
状
」（『
大
古
』
醍
醐
寺
文
書
之
一
六
―
三
六
九
八
）、
註
（
10
）
橘

氏
前
掲
論
文
、
八
八
頁
参
照
。

（
42
）�

永
村
氏
論
文
Ａ
、
六
二
九
頁
参
照
。

（
43
）�

註
（
10
）
橘
氏
前
掲
論
文
、
八
九
―
九
〇
頁
参
照
。

（
44
）�

註
（
10
）
橘
氏
前
掲
論
文
、
九
二
頁
参
照
。

（
45
）� 「
五
八
代
記
」
義
堯
の
項
。

（
46
）�「
法
印
義
堯
置
文
」（『
醍
』
一
一
函
六
九
号
、『
大
古
』
醍
醐
寺
文
書
之
七
―
一
四
四
二
）。

（
47
）�「
後
奈
良
天
皇
綸
旨
」（『
醍
』
二
六
函
一
〇
〇
号
）。

（
48
）�

関
連
文
書
と
し
て
、『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
九
二
函
五
二
号
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
49
）�「
後
奈
良
天
皇
綸
旨
写
」（『
醍
』
一
二
函
八
二
号
）。

（
50
）�

不
動
明
王
が
「
忿
怒
之
相
」
で
現
れ
た
の
は
錐
鑽
不
動
の
説
話
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

苫
米
地
誠
一
氏
「
大
伝
法
院
襲
撃
事
件
と
不
動
化
現
説
話
―
覚
鑁
の
伝
記
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
智
山
勧
学
会
編
『
智
山
学
報
』
四
九
輯
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
51
）�「
覚
快
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
変
更
自
体
に
つ
い
て
は
、
中
性
院
流

の
歴
代
で
あ
る
道
澄
が
「
夢
」
を
見
た
こ
と
に
意
味
付
け
を
す
る
目
的
が
想
定
さ
れ
る
。

（
52
）�

註
（
８
）
小
山
氏
前
掲
論
文
、
八
頁
で
は
、
大
師
号
追
贈
の
気
運
が
高
ま
っ
た
理
由
と
し
て
、

天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
が
覚
鑁
の
四
百
回
忌
に
当
た
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
53
）�『
大
日
本
古
文
書
』
で
は
本
書
状
の
成
立
を
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
と
推
定
し
て
い
る
が
、

文
面
と
し
て
は
、
覚
鑁
に
大
師
号
が
追
贈
さ
れ
た
直
後
、
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
の
十
月

二
十
六
日
に
成
立
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
54
）�

岡
田
謙
一
氏
「
細
川
澄
元
（
晴
元
）
派
の
和
泉
守
護
細
川
元
常
父
子
に
つ
い
て
」（
小
山
靖

憲
氏
編
『
戦
国
期
畿
内
の
政
治
社
会
構
造
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）。
馬
部
隆
弘
氏
「
細

川
晴
元
に
対
す
る
交
渉
と
取
次
」（『
大
阪
大
谷
大
学
歴
史
文
化
研
究
』
一
七
号
、
二
〇
一
七

年
、
一
五
七
頁
）。

（
55
）�

註
（
８
）
小
山
氏
前
掲
論
文
、
八
頁
参
照
。

（
56
）�

末
柄
豊
氏
校
訂
『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵 

延
暦
寺
文
書　

史
料
纂
集 

古
文
書
編　

二
六
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
二
五
四
―
二
七
六
頁
）。
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（
57
）�『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
』
二
八
一
『
京
都
日
蓮
衆
可
加
退
治
山
門
三
院
執
行
代
状 

他

九
通
』
に
所
収
。

（
58
）�
註
（
56
）
末
柄
氏
前
掲
書
、
二
五
六
―
二
五
七
頁
参
照
。

（
59
）�『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
九
年
十
月
十
一
日
条
「
叡
慮
趣
山
門
へ
被
仰
之
処
、
重
而
以
事
書

言
上
、
如
此
厳
重
申
上
は
、
重
而
可
為
御
執　

奏
哉
之
由
也
、
い
か
に
も
重
而
御
執　

奏
可

然
事
存
旨
申
之
也
」
と
あ
る
。

（
60
）�「
後
奈
良
天
皇
假
名
消
息
土
代
」（『
根
』
六
）。

（
61
）�「
妙
法
院
覚
胤
法
親
王
假
名
消
息
」（『
根
』
八
）。

（
62
）�「
近
衛
稙
家
假
名
消
息
」（『
根
』
九
）。

（
63
）�『
壬
生
家
四
巻
之
日
記
』
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
十
月
廿
一
日
条
。
註
（
56
）
末
柄
氏
前

掲
書
、
二
六
七
頁
―
二
六
八
頁
で
は
、
実
際
の
勅
許
の
日
付
に
拠
る
か
、
武
家
に
勅
許
を
伝

達
し
た
日
付
に
拠
る
か
で
、
相
違
が
生
じ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
64
）�

註
（
56
）
末
柄
氏
前
掲
書
、
二
六
五
―
二
六
六
頁
に
よ
れ
ば
、『
基
煕
公
記
』
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
八
月
十
一
日
条
に
は
、
覚
鑁
に
興
教
大
師
の
号
が
改
め
て
追
贈
さ
れ
た
こ
と

に
関
連
し
て
、
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
十
月
二
十
日
の
贈
号
に
関
す
る
「
高
辻
前
大（
豊
長
）

納
言
」

の
「
家
記
」
の
「
抜
書
」
が
存
在
す
る
。「（
前
略
）
右
、
大
師
号
、
根
来
覚
鑁
和
尚
、
諡
号

自
惟
大
師
也
、伝
奏
広
橋
中
納
言
兼
秀
卿
申
沙
汰
、自
武
家
御
執　

奏
、十
月
廿
日　

勅
許
也
、

奉
行
左
中
弁
資（
町
）将

朝
臣　

宣
下
、大
内
記
長（

高
辻
）雅

朝
臣
草
進
之
、（
中
略
）天
文
度
既
雖
及
諡
号
、

依
山
門
嗷
訴
被
止
了
」
と
あ
り
、
一
連
の
概
略
が
窺
え
よ
う
。

（
65
）�

詳
し
く
は
、
永
村
氏
論
文
Ａ
、
六
三
六
頁
参
照
。

（
66
）�

註
（
10
）
橘
氏
前
掲
論
文
、
九
三
頁
参
照
。

（
67
）�

註
（
６
）
藤
井
氏
前
掲
書
、
二
六
七
―
二
七
〇
頁
、【
表
５
】
源
雅
付
法
表
。

（
68
）�「
報
恩
院
源
雅
書
状
案
」（『
醍
』
二
二
函
九
〇
号
）。

（
69
）�

永
村
氏
論
文
Ａ
、
六
三
四
頁
参
照
。

（
70
）�『
醍
醐
寺
新
要
録
』
報
恩
院
篇
七
六
一
頁
。

（
71
）�「
加
行
中
之
法
度
」（『
醍
』
四
七
四
函
七
一
号
一
番
）
奥
書
「
報
恩
院
源
雅
僧
正
仁
伝
写
之
、

性
盛
頼
心
房
」、「
金
剛
界
表
白
」（『
醍
』四
七
四
函
七
一
号
六
番
）奥
書「
報
恩
院
源
雅
伝
写
之
、

頼
心
房
」、「
胎
蔵
界
初
行
表
白
」（『
醍
』
四
七
四
函
七
一
号
八
番
）
奥
書
「
報
恩
院
源
雅
在
判
、

於
上
醍
醐
伝
之
、
頼
心
房
」。

（
72
）�

櫛
田
良
洪
氏
『
専
誉
の
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
六
年
、
二
二
〇
頁
）
に
お
い
て
、

性
盛
は
後
に
、
近
江
神
照
寺
で
下
向
中
の
源
雅
か
ら
受
法
し
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
三
）
上

醍
醐
の
「
報
恩
院
道
場
」
で
重
受
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
73
）�『
密
教
大
辞
典
』
二
六
二
頁
。

（
74
）�

坂
本
正
仁
氏
「
史
料
紹
介
「
亮
恵
僧
正
門
弟
名
帳
」」（『
豊
山
学
報
』
四
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）

で
、
亮
淳
の
東
国
下
向
と
残
存
す
る
在
地
史
料
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
75
）�

註
（
72
）
櫛
田
氏
前
掲
書
、
一
〇
二
頁
。

（
76
）�「
大
僧
正
義
堯
自
筆
置
文
」（『
大
古
』
醍
醐
寺
文
書
之
四
―
六
八
七
）。

（
77
）�『
新
要
録
』
円
光
院
篇
二
〇
八
頁
、
清
瀧
宮
篇
四
九
八
・
五
〇
二
頁
、
遍
智
院
篇
六
四
二
頁
、

寺
法
篇
一
三
〇
八
・
一
三
一
〇
頁
。「
亮
淳
」
が
「
常
」
に
「
語
」
っ
て
い
た
等
の
註
が
散
見

さ
れ
る
。

（
78
）�

両
寺
と
も
、
報
恩
院
院
主
寛
済
の
手
に
よ
る
「
報
恩
院
末
寺
帳
（
一
巻
）」（『
大
古
』
醍
醐

寺
文
書
之
五
―
九
六
六
）
内
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
79
）�

註
（
72
）
櫛
田
氏
前
掲
書
、
二
〇
四
―
二
〇
五
頁
。

（
80
）�

同
日
発
給
の
印
信
と
し
て
「
義
演
授
勢
瑜
印
信
紹
文
」（『
醍
』
一
七
八
函
八
号
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。

（
81
）�

註
（
78
）「
報
恩
院
末
寺
帳
（
一
巻
）」
内
に
記
載
が
あ
る
。

（
82
）�「
光
台
院
末
寺
印
形
帳
」（『
大
古
』
醍
醐
寺
文
書
之
十
四
―
三
一
二
一
）。

（
83
）�『
醍
醐
寺
新
要
録
』
報
恩
院
篇
七
六
五
頁
。

（
84
）�

註
（
72
）
櫛
田
氏
前
掲
書
、
二
〇
八
頁
。

（
85
）�『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
七
年
六
月
二
日
条
。

（
86
）�

永
村
氏
論
文
Ａ
、
六
三
六
頁
参
照
。

（
87
）�

註
（
72
）
櫛
田
氏
前
掲
書
、
二
〇
八
―
二
〇
九
頁
。

（
88
）�

註（
３
）坂
本
氏
前
掲
論
文
、八
頁
参
照
。醍
醐
寺
や
東
寺
で
事
相
を
伝
受
し
た
地
方
住
僧
は
、

教
相
本
寺
で
あ
る
根
来
寺
・
高
野
山
に
交
衆
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

［
付
記
］
小
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
藤
井
雅
子
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
史
料
閲
覧
お
よ
び
掲
載
に
関
し
て
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
醍
醐
寺
当
局
に
御
礼
申
し
上
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Exchanges Betw
een Priests of D

aigo-ji and N
egoro-ji T

em
ples and the 

Changing N
ature of T

heir Contacts

SA
T

O
 A

rika

［Abstract

］N
egoro-ji T

em
ple is know

n today as the head tem
ple of 

the Shingi Shingon School of Shingon Buddhism
.  It developed as a 

tem
ple com

plex that w
as form

ed from
 its predecessor institution, the 

D
aidenpo-in T

em
ple, w

hich w
as founded by the priest K

akuban on 
M

t. K
oya in 1130.  It w

as centered at H
ofuku-ji T

em
ple on M

t. N
egoro 

in w
hat w

as then called K
ishu Province (part of today's W

akayam
a 

and M
ie Prefectures).  A

s an institution devoted prim
arily to doctrinal 

study, the N
egoro-ji T

em
ple has produced large num

bers of great 
scholars.  A

m
ong the tem

ples that have close relations w
ith N

egoro-ji 
T

em
ple is D

aigo-ji T
em

ple, w
hich is the principal tem

ple of the O
no 

School of Shingon esoteric Buddhism
.  T

he bulk of research on 
exchanges betw

een priests of the tw
o tem

ples has concentrated on 
the tim

e from
 the K

am
akura to M

urom
achi Periods (12th to 16th 

centuries).  T
here is still research left to do, therefore, on the early 

m
odern period (late 16th to m

id-19th centuries).  M
oreover, the 

existing studies are focused on their particular periods, and so do not 
provide larger-scale view

s of changes that took place.  T
his study is 

therefore focused in particular on certain of the priests at D
aigo-ji 

T
em

ple w
ho had contact w

ith N
egoro-ji T

em
ple priests.  T

hese w
ere 

priests in the orthodox lineage of K
enjin (1192-1263) in the Sanboin 

School and the priests of im
perial or other noble descent w

ho w
ere 

know
n as the Sanboin m

onzeki (m
onzeki being a term

 that applies 
both to the institution and to the individual heading that institution), a 
lineage that inherited the position of zasu, or head priest, of the D

aigo-
ji T

em
ple com

plex.  T
he study exam

ines the distinctive characteristics 
and changes in the exchanges carried on by priests of the tw

o 
tem

ples from
 the K

am
akura to the early Edo Periods (12th to 17th 

centuries).
In the K

enjin lineage of the Sanboin School, exchanges took place on a 
personal basis prim

arily am
ong priests w

ho w
ere inheritors of that 

lineage of Buddhist teaching.  T
his began during the m

id-K
am

akura 
Period (13th century) w

hen K
enjin passed on his teaching lineage to 

Raiyu (1226-1304), w
ho restored N

egoro-ji T
em

ple to prom
inence, and 

w
ent on into the A

zuchi-M
om

oyam
a Period (ca. late 16th century).  In 

the Sanboin m
onzeki lineage, K

enshun (1299-1357) w
as nam

ed the 
head priest (zasu) of D

aidenpo-in T
em

ple in 1336, and from
 that tim

e 
on, the m

onzeki priest of every generation occupied that position.  
T

he relationship betw
een Sanboin m

onzeki priests and N
egoro-ji 

T
em

ple priests could be said to have begun w
ith this offi

cial m
aster-

disciple relationship.  O
f particular note is Gigyo (1505-1564) of the late 

げ
ま
す
。

　

な
お
、
近
世
の
醍
醐
寺
と
根
来
寺
に
つ
い
て
は
、
脱
稿
後
に
永
村
眞
氏
「
近
世
根
来
寺
の
再
興

と
紀
州
徳
川
氏
」（
根
来
寺
文
化
財
研
究
所
編
『
根
来
寺
大
伝
法
堂
重
要
文
化
財
大
日
如
来
坐
像　

像
内
納
入
品　

調
査
報
告
書
』）
が
発
表
さ
れ
た
。
併
せ
て
ご
参
照
願
い
た
い
。

（
史
学
専
攻　

博
士
課
程
後
期
三
年
）
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M
urom

achi Period (16th century), w
ho exerted his efforts as head 

priest (zasu) of D
aidenpo-in T

em
ple to have R

aiyu honored by 
posthum

ously aw
arding him

 offi
cial court rank, and to have K

akuban 
honored by posthum

ously granting him
 the exalted court title of 

D
aishi (Great M

aster). M
eanw

hile, Gigyo also conferred initiation into 
the teachings of his lineage to N

egoro-ji T
em

ple priests, so the offi
cial 

relationship that form
ed one axis of exchange is know

n to have been 
augm

ented by this transm
ission of teachings, w

hich form
ed another 

such axis.  Gigyo had a disciple nam
ed Gien (1558-1626) w

ho, even 
after the N

egoro-ji T
em

ple com
plex w

as destroyed by T
oyotom

i 
H

ideyoshi in 1585, continued to initiate priests living w
here N

egoro-ji 
T

em
ple had stood into his lineage of teachings.  T

his indicates that he 
w

as acting as a m
ediator for secular pow

er as w
ell as religious 

authority
In other w

ords, the m
aster-disciple relationships of individual priests 

com
e dow

n to a m
atter of private exchanges.  It is for that reason 

that these tw
o parties continued to conduct their exchanges w

ith 
respect for each other even after the buildings of N

egoro-ji T
em

ple 
had been laid w

aste.

［Key W
ords

］D
aigo-ji T

em
ple Sanboin m

onzeki,  D
aidenpo-in T

em
ple 

head priest (zasu),  N
egoro-ji T

em
ple,  Gigyo, Raiyu


